
（　 ）　日露関係の中で成立しなかったことの歴史から（クリモフ）185

は
じ
め
に

　

人
間
、
出
来
事
、
品
物
、
収
集
物
、
文
書
館
文
書
は
、
時
が
経
つ
と
と
も
に
、
妙

な
形
で
、
相
互
に
も
つ
れ
合
う
。
そ
の
た
め
、
時
と
し
て
、
研
究
者
に
は
そ
れ
ら
相

互
間
の
結
び
付
き
を
確
定
す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
い
。
侍
従
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ

ヴ
ィ
チ
・
レ
ザ
ノ
フ
（
一
七
六
四
―
一
八
〇
七
）
を
団
長
と
す
る
使
節
団
が
、
通
商

関
係
確
立
を
目
指
し
、
長
崎
（
日
本
）
を
訪
問
し
て
、
二
〇
〇
年
以
上
が
経
っ
た
。

こ
の
間
、
各
国
の
歴
史
家
に
よ
り
多
く
の
学
術
論
文
や
研
究
書
が
書
か
れ
た
。
だ
が
、

そ
の
際
、
主
た
る
注
目
は
、
問
題
の
外
交
面
、
一
九
世
紀
初
頭
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
国
際
関
係
に
割
か
れ
た
。
本
稿
は
、
幕
府
の
権
力
代
表
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
日

本
に
運
ば
れ
た
品
物
の
運
命
、
同
様
に
、
レ
ザ
ノ
フ
が
ロ
シ
ア
皇
帝
や
自
分
の
家
族
、

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
長
崎
で
購
入
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
物
品
の
運
命
を
確
定
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

こ
の
テ
ー
マ
で
非
常
に
良
い
刺
激
に
な
る
の
が
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
で
最
近

【
二
〇
一
六
年
一
一
月
】
開
か
れ
た
展
示
会
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ロ
シ
ア
人
が
持

参
し
日
本
側
が
受
け
取
ら
な
か
っ
た
贈
り
物
が
描
か
れ
た
屏
風
が
展
示
さ
れ
た
。
そ

の
視
覚
的
描
写
は
こ
れ
ら
の
対
象
物
を
ロ
シ
ア
の
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
探
し

発
見
す
る
こ
と
に
役
に
立
つ
。
本
稿
を
こ
の
作
業
の
始
ま
り
と
し
て
検
討
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
必
要
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
は
、
文
書
館
文
書
や
文

字
史
料
も
役
に
立
つ
。な
に
よ
り
も
こ
れ
に
関
係
す
る
の
が
、使
節
参
加
者
や
ナ
ジ
ェ

ジ
ダ
号
艦
長
で
最
初
の
世
界
周
航
の
指
揮
官
で
あ
る
海
軍
少
佐
イ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ョ
ー

ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
（
一
七
七
〇
―
一
八
四
六
）
指
揮
下
の
海

軍
軍
人
の
日
記
や
報
告
書
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
当
該
テ
ー
マ
と
関
係
を
持
つ
文
字

史
料
の
概
観
に
移
ろ
う
。

文
書
史
料
の
概
容

　

文
書
館
史
料
そ
の
も
の
の
考
察
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
出

来
る
範
囲
で
、
個
々
の
フ
ォ
ン
ド
お
よ
び
そ
れ
ら
が
創
設
さ
れ
た
経
緯
の
概
容
を
性

格
付
け
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
最
初
に
、
Ｎ
・
Ｐ
・
レ
ザ
ノ
フ
の
「
日
本
遠
征
と

滞
在
に
関
す
る
皇
帝
陛
下
へ
の
上
奏
書
」（
露
暦
一
八
〇
五
年
六
月
八
日
付
）

（О
тдел 

рукописей 
Российской 

национальной 
библиотеки. 

А
рхив 

Бильбасова В
.А

. и К
раевского А

.А
. Ф

онд N
o. 73. Единица хранения 341

【
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）
手
稿
部
、
Ｖ
・
Ａ
・
ビ
リ

バ
ソ
フ
＆
Ａ
・
Ａ
・
ク
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
文
書
、
フ
ォ
ン
ド
№
73
、
保
存
番
号
341
】）

に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
手
稿
は
三
八
枚
か
ら
成
り
、
内
訳
は
、
半
分
に
折
っ
た
大
き
さ
縦
四
四
×
横

三
五
・
五
㎝
の
ロ
シ
ア
製
の
厚
め
の
紙
六
枚
を
三
束
に
綴
じ
た
も
の
、
お
よ
び
、
報

告
書
の
最
後
に
当
た
る
同
じ
大
き
さ
の
二
枚
で
あ
る
。【「
縦
四
四
㎝
横
三
五
・
五
㎝

の
…
紙
六
枚
ず
つ
を
半
分
に
折
っ
た
も
の
三
束
…
同
じ
大
き
さ
の
二
枚
」
と
は
［（
六

×
二
）×
三
＝
三
六
］＋
最
後
に
同
サ
イ
ズ
の
紙
二
枚
＝
計
三
八
枚
」
の
意
味
】
手
稿

ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ

日
露
関
係
の
中
で
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
の
歴
史
か
ら

―
―
レ
ザ
ノ
フ
使
節
が
も
た
ら
し
日
本
人
が
受
け
取
ら
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
の
贈
り
物
―
―
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は
、
明
ら
か
に
、
ロ
シ
ア
帝
国
外
務
省
外
交
文
書
部
の
浄
書
書
記
の
し
っ
か
り
と
し

た
筆
跡
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
筆
者
が
使
用
し
た
の
は
、
同
省
上
記
文
書

部
で
働
い
て
い
た
Ｖ
・
Ａ
・
ビ
リ
バ
ソ
フ
が
当
時
入
手
し
た
写
し
で
あ
る
。
こ
の
報

告
書
か
ら
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

レ
ザ
ノ
フ
は
こ
の
報
告
書
以
前
に
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
一
八
〇
四
年
一
〇
月
一
五
日
付
で
、
長
崎
港
か
ら
バ
タ
ヴ
ィ
ヤ
に
向
か
っ
た
オ

ラ
ン
ダ
の
複
数
の
船
に
託
し
て
、
…
報
告
書
を
お
送
り
申
し
上
げ
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
船
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
る
た
め
、
私
は
、
そ
の
報
告
書

に
は
副
本
を
作
成
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
容
易
に
考
え
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
戦
時

状
況
の
た
め
、
皇
帝
陛
下
の
御
許
ま
で
届
か
な
か
っ
た
可
能
性
で
す
。
そ
れ
に
加
え

ま
し
て
、
報
告
書
そ
の
も
の
は
極
め
て
短
い
も
の
で
し
た
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
疑

い
深
い
日
本
政
府
は
、
あ
ら
か
じ
め
複
数
の
奉
行
た
ち
に
正
本
を
提
出
し
ま
す
と
、

発
送
用
と
し
て
私
に
返
却
さ
れ
た
も
の
以
外
は
許
可
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
従
い

ま
し
て
、
私
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
出
港
以
後
の
す
べ
て
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
こ
こ

に
ご
報
告
申
し
上
げ
る
こ
と
が
私
の
義
務
と
考
え
ま
す
。」

　

そ
れ
よ
り
以
前
レ
ザ
ノ
フ
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
本
稿
筆
者

は
今
の
と
こ
ろ
調
査
出
来
て
い
な
い
。
上
記
で
引
用
し
た
報
告
書
の
写
し
は
、
サ
ン

ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
手
稿
部
に
あ
る
ビ
リ
バ
ソ
フ
（
ヴ
ァ

シ
リ
ー
・
ア
レ
ク
セ
エ
ヴ
ィ
チ
、一
八
三
八
―
一
九
〇
四
）と
ク
ラ
エ
フ
ス
キ
ー（
ア

ン
ド
レ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
、
一
八
一
〇
―
一
八
八
九
）
の
フ
ォ
ン
ド
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｖ
・
Ａ
・
ビ
リ
バ
ソ
フ
は
一
八
六
一
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
を
卒
業
し
、
二
年

後
の
一
八
六
三
年
に
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
史
で
修
士
号
、
一
八
六
七
年
に
は
博
士
号

を
取
得
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
主
に
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
初
め
の
ロ

シ
ア
の
歴
史
の
研
究
に
従
事
し
た
。
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
八
三
年
で
リ
ベ
ラ
ル
系

の
新
聞
「
声
」
の
編
集
者
を
務
め
た
。
公
刊
さ
れ
た
彼
の
主
な
研
究
書
と
し
て
は
、

『
女
帝
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
』、『
歴
史
的
伝
記
』、『
モ
ル
ド
ヴ
ィ
ン
伯
爵
家
文
書
』

が
あ
る
。
ビ
リ
バ
ソ
フ
は
、
ロ
シ
ア
の
文
書
館
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の
文
書
館
で
も
多
く
の
仕
事
を
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
文
書
館
か
ら
の
大
量
の
写
し
文
書
が
あ
る
こ
と
の
説
明
が
で

き
る
。
そ
の
中
に
は
、
日
露
関
係
に
関
わ
る
文
書
が
複
数
あ
り
、
と
り
わ
け
、
上
記

で
引
用
し
た
侍
従
レ
ザ
ノ
フ
の
「
皇
帝
陛
下
へ
の
上
奏
書
」
の
写
し
も
保
存
さ
れ
て

い
る
。

　

ビ
リ
バ
ソ
フ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ク
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
の
岳
父
に
当
た
る
。
ク
ラ

エ
フ
ス
キ
ー
は
、
雑
誌
「
祖
国
雑
記
【“О

течественны
е 

записки”

】」
の
発
行
者

で
あ
り
（
一
八
三
九
年
か
ら
一
八
七
六
年
ま
で
）、
同
じ
く
、
新
聞
「
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
報
知
【“С

анкт-П
етербургские 

В
едомости”

】」、「
声
【“Голос”

】」
の
発
行

者
で
も
あ
っ
た
。
ク
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
文
書
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
出
版
活
動
に
関
係

す
る
機
関
や
人
物
と
彼
が
や
り
取
り
し
た
書
簡
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
番
号
七

三
の
フ
ォ
ン
ド
は
、
Ｖ
・
Ａ
・
ビ
リ
バ
ソ
フ
の
文
書
史
料
と
Ａ
・
Ａ
・
ク
ラ
エ
フ
ス

キ
ー
の
文
書
史
料
を
一
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
本
質
的
に
は
、
性
格
の
異
な
っ
た

二
つ
の
フ
ォ
ン
ド
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　

前
者
の
文
書
、
す
な
わ
ち
ビ
リ
バ
ソ
フ
の
文
書
史
料
が
我
々
の
興
味
を
呼
び
起
こ

す
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
取
っ
て
き
た
写
し
は
、
非
常
に
価
値
の
あ
る
も
の
で
、
信

頼
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
研
究
者
と

し
て
の
ビ
リ
バ
ソ
フ
自
身
の
文
書
史
料
は
、
一
九
一
三
年
一
二
月
に
Ｏ
・
Ja
・
フ
ェ

イ
ギ
ナ
か
ら
、
一
九
一
五
年
に
は
ボ
リ
ス
・
エ
ン
マ
ヌ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ノ
リ
デ
教
授

（
一
八
七
六
―
一
九
四
八
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
ロ
シ
ア
国
立
公
共
図
書
館
【
サ
ン
ク

ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
。「
プ
ブ
リ
ー
チ
カ
」。
通
常
、
日
本
語
で
は
、
単
に
「
ロ
シ
ア

国
立
図
書
館
（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
ロ
シ
ア
国
立

図
書
館
（
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ー
ニ
ン
図
書
館
）
と
区
別
し
や
す
く
す
る
た
め
、
名
称
通

り
「
公
共
」
を
入
れ
て
お
い
た
。】
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
ビ
リ
バ
ソ
フ
の
フ
ォ
ン

（
１
）
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ド
に
は
一
三
三
七
点
の
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
手
稿
部
に
は
、「
手
稿
本
基
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
【О

сновное 

собрание рукописной книги, сокращ
енно: О

С
РК

】」
と
名
付
け
ら
れ
た
特
別

な
フ
ォ
ン
ド
番
号
五
五
〇
【Ф

. 550

】
が
あ
る
。
こ
の
フ
ォ
ン
ド
の
目
録
は
、
タ
イ

プ
打
ち
で
二
五
二
頁
か
ら
成
り
、
所
蔵
点
数
は
八
四
九
九
点
に
の
ぼ
る
。
フ
ォ
ン
ド

は
一
八
部
門
か
ら
成
る
。
第
一
部
門
は
宗
教
・
神
学
関
係
、
第
二
部
門
は
法
と
宗
教
、

第
三
部
門
は
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
著
作
類
、
第
四
部
門
は
歴
史
（
目
録
の
頁
で
は
一

四
一
―
一
九
一
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
第
四
部
門
に
、
日
露
関
係
史
に
関
わ
る
フ
ァ
イ

ル
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
、
そ
こ
に
は
手
稿
本
二
冊
か
ら
な
る
経
営
代
行
【приказчик

「
番
頭
」

の
意
】
シ
ェ
メ
リ
ン
の
日
誌
、
レ
ザ
ノ
フ
の
日
記
が
含
ま
れ
て
い
る
。
露
米
会
社
の

経
営
代
行
で
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
直
属
の
配
下
で
あ
っ
た
シ
ェ
メ
リ
ン
の
日
誌
の
正
式

名
称
は
か
な
り
長
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
題
名
は
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世

紀
前
半
に
か
け
て
一
般
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
皇
帝
陛
下
庇
護
下
の
露
米
会
社

の
経
営
代
行
シ
ェ
メ
リ
ン
の
一
八
〇
五
年
の
日
誌
、
同
会
社
の
通
商
関
係
に
従
っ
て

の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
と
ネ
ヴ
ァ
号
の
ク
ロ
ン
シ
タ
ッ
ト
出
航
以
後
の
サ

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
日
本
と
中
国
に
向
か
う
彼
の
最
初
の
航
海
」
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】
で
あ
る
。

　

第
一
巻
は
一
八
五
葉
（
す
な
わ
ち
二
七
〇
頁
）
大
き
さ
縦
二
二
・
五
㎝
×
横
三
三
・

七
㎝
、
厚
さ
三
・
八
㎝
、
第
二
巻
は
□
□
葉
（
今
日
の
言
葉
で
は
□
□
頁
）【
マ
マ
】

大
き
さ
縦
二
二
・
五
㎝
×
横
三
三
・
七
㎝
、
厚
さ
三
・
三
㎝
。
第
一
巻
は
図
書
請
求

記
号
番
号F. IV

. 59/1 

財
産
目
録
番
号
【
登
録
番
号
】
四
六
〇
五
、
第
二
巻
は
図
書

請
求
記
号
番
号F. IV

. 59/2 

で
あ
る
。
叙
述
は
「
六
月
二
六
日
軍
艦
ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号

と
ネ
ヴ
ァ
号
は
午
前
一
〇
時
半
抜
錨
、
弱
い
東
南
の
風
【при малом остзю

йском 

ветре　

誤
記
か
】
で
、
二
艦
は
順
調
に
出
航
し
た
」
と
の
言
葉
で
始
ま
る
。

　

日
誌
の
保
存
状
態
は
よ
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
良
質
で
丈
夫
な
表
装
、
革
製
の
表

紙
で
あ
る
が
、
第
一
巻
は
背
が
破
れ
て
お
り
、
折
り
目
に
沿
っ
て
、
上
か
ら
下
ま
で

一
直
線
に
剥
が
れ
て
い
る
。
紙
は
厚
く
、
淡
青
色
。
本
文
は
、
見
た
と
こ
ろ
全
編
を

通
し
て
、
書
記
に
よ
り
し
っ
か
り
と
し
た
筆
跡
で
書
か
れ
て
い
る
。
後
年
、
こ
の
日

誌
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
、
二
巻
も
の
と
し
て
、
一
八
一
六
年
、
さ
ら

に
一
八
一
八
年
、
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ン
ド
に
は
、『
レ
ザ
ノ
フ
日
記
』【
原
題“Ж

урнал 
П

утеш
ествия 

Д
вора 

Его 
И

мператорского 
В

еличества 
Д

ействительного 
К

амергера 

Резанова из Камчатки в Я
понию

 и обратно в 1804

―1805 годах”

（「
皇
帝
陛

下
の
上
級
侍
従
レ
ザ
ノ
フ
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
日
本
の
往
復
の
日
記
一
八
〇
四
―

一
八
〇
五
」
の
意
）】
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
レ
ザ
ノ
フ
（
一
七
六
四
―
一
八
〇
七
）
は
サ
ン
ク

ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
生
ま
れ
、
良
い
教
育
を
受
け
た
。
家
族
は
宮
廷
付
き
【
の
者

た
ち
】
と
大
き
な
繋
が
り
が
あ
り
、
偉
大
な
る
詩
人
で
有
力
な
高
官
、
ロ
シ
ア
帝
国

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
二
等
文
官
、
元
老
院
議
員
、
司
法
大
臣
（
一
八
〇
二
―
一
八
〇

三
）
で
あ
っ
た
、
ガ
ヴ
リ
ー
ル
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
（
一
七

四
三
―
一
八
一
六
）
と
親
交
が
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
は
レ
ザ
ノ
フ
を
そ

の
若
い
時
か
ら
庇
護
し
た
。
一
七
九
一
年
、
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
は
エ
カ
チ
ェ
リ
ー

ナ
二
世
（
一
七
二
九
―
一
七
九
六
、
在
位
一
七
六
二
―
一
七
九
六
）
に
よ
り
、
元
老

院
覚
書
に
沿
っ
た
報
告
を
女
帝
に
す
る
た
め
の
秘
書
官
に
任
命
さ
れ
た
。
レ
ザ
ノ
フ

は
詩
人
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
の
庇
護
の
お
か
げ
で
、
官
房
主
任
の
地
位
を
得
た
。

一
方
、
ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ザ
ノ
フ
は
、
時
折
、
特
別
依
頼
官
吏
と
し
て
、
女
帝
の
依
頼

（
２
）
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を
遂
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。後
に
、新
し
い
若
い
寵
臣
プ
ラ
ト
ン
・
ア
ン
ト
ノ
ヴ
ィ

チ
・
ズ
ー
ボ
フ
（
一
七
六
七
―
一
八
二
二
）
付
き
に
な
っ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ

ヴ
ィ
チ
・
レ
ザ
ノ
フ
は
、
う
ま
く
、
シ
ベ
リ
ア
の
大
商
人
の
娘
ア
ン
ナ
・
グ
リ
ゴ
ー

リ
エ
ヴ
ナ
・
シ
ェ
リ
ホ
ヴ
ァ
と
結
婚
で
き
た
。
レ
ザ
ノ
フ
は
、
宮
廷
と
の
繋
が
り
を

利
用
し
て
、
皇
帝
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
（
一
七
五
四
―
一
八
〇
一
、
在
位
一
七
九
六
―

一
八
〇
一
年
）
の
勅
令
に
よ
り
露
米
会
社
を
設
立
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
同
社

の
経
営
主
体
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
移
さ
れ
た
。
露

米
会
社
の
ト
ッ
プ
に
は
、
四
人
の
社
長
が
着
任
し
た
。
故
グ
リ
ゴ
ー
リ
ー
・
イ
ワ
ノ

ヴ
ィ
チ
・
シ
ェ
リ
ホ
フ
（
一
七
四
七
―
一
七
九
五
）
の
未
亡
人
の
頼
み
で
、
露
米
会

社
の
社
長
の
一
人
に
ミ
ハ
イ
ル
・
マ
ト
ヴ
ェ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ブ
ル
ダ
コ
フ
（
一
七
六
六

―
一
八
三
〇
）が
着
き
、副
社
長
に
娘
婿
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ア
ン
ド
レ
エ
ヴ
ィ
チ
・

ブ
ル
ダ
コ
フ
が
着
い
た
。
一
方
、
レ
ザ
ノ
フ
は
同
社
の
全
権
取
引
交
渉
人
の
役
職
に

就
い
た
。一
八
〇
二
年
秋
、【
レ
ザ
ノ
フ
の
】妻
ア
ン
ナ
・
グ
リ
ゴ
ー
リ
エ
ヴ
ナ
・
シ
ェ

リ
ホ
ヴ
ァ
が
、
第
二
子
の
誕
生
の
後
他
界
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
時
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
一
世
（
一
七
七
七
―
一
八
二
五
、
在
位
一
八
〇
一
―
一
八
二
五
）
は
レ
ザ
ノ
フ
を

遣
日
使
節
に
任
命
し
た
。

マ
カ
ー
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ラ
ト
マ
ノ
フ
の
日
誌

　

マ
カ
ー
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ラ
ト
マ
ノ
フ
は
艦
長
Ｉ
・
Ｆ
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ

テ
ル
ン
の
筆
頭
補
佐
役
だ
っ
た
が
、
当
時
の
文
書
の
中
で
は
、
ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号
の
第

一
大
尉
と
書
か
れ
て
い
る
。
世
界
周
航
航
海
の
時
、
ラ
ト
マ
ノ
フ
は
日
誌
を
付
け
て

い
た
。
保
存
さ
れ
て
い
る
日
誌
に
は
三
つ
の
バ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
。

（
一
）
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
所
蔵
（РГА

 В
М

Ф
, фонд 14, опись 1, дело 

149, 56 листов

）。

（
二
）
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
手
稿
部
所
蔵
（О

Р РН
Б, фонд 1000, опись 2, дело 

1146, 67 листов

）。

（
三
）
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
に
三
種
。

　
（
Ａ
）美
し
い
筆
跡
で
書
か
れ
て
い
る
。清
書
し
た
も
の
。題
名「
世
界
一
周
旅
行
」、

大
き
さ
二
三
・
五
㎝
×
一
八
・
二
㎝
、
計
五
二
葉
裏
表
の
ノ
ー
ト
（
図
書
請
求
記
号

番
号
：Slave 104

）。

　
（
Ｂ
）
題
名
「
ク
ル
ー
ゼ
ン
［
シ
ュ
テ
ル
ン
］
の
世
界
周
航
」。
大
き
さ
二
一
㎝
×

一
七
㎝
、
計
四
〇
葉
裏
表
の
ノ
ー
ト
（
図
書
請
求
記
号
番
号
：Slave 103

）。

　

オ
リ
ガ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ナ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ァ
は
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
「
一
八
〇
五

年
七
月
二
七
日
で
終
わ
っ
て
い
る
航
海
日
誌
、
す
な
わ
ち
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書

館
所
蔵
版
手
稿
の
一
八
〇
五
年
八
月
二
日
か
ら
先
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
パ
リ
と
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
別
々

に
保
管
さ
れ
て
い
た
二
冊
の
ノ
ー
ト
は
、
二
百
年
後
、
一
つ
に
結
ば
れ
、
ラ
ト
マ
ノ

フ
に
よ
り
艦
上
で
付
け
ら
れ
続
け
た
本
来
の
日
誌
の
完
全
な
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
（
Ｃ
）
第
三
の
ノ
ー
ト
は
大
き
さ
二
〇
・
五
㎝
×
一
七
㎝
、
計
四
八
葉
裏
表
で
ラ

ト
マ
ノ
フ
の
書
簡
の
草
稿
。

　

書
簡
の
宛
先
は
、
ラ
ト
マ
ノ
フ
の
姉
宛
、
友
人
た
ち
、
つ
ま
り
、【
後
に
】
海
軍
大

将
【（
一
八
〇
七
）】、
海
軍
大
臣
（
一
八
〇
二
―
一
八
〇
九
）
に
な
っ
た
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・

ヴ
ァ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
チ
チ
ャ
ゴ
フ
【（
一
七
六
七
―
一
八
四
九
）】
宛
、
歴
史
家
、

文
学
者
、サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
正
会
員
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
・

ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
カ
ラ
ム
ジ
ン
（
一
七
六
六
―
一
八
二
六
）
宛
。
皇
帝
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
一
世
の
ネ
ヴ
ァ
号
艦
長
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
宛
勅
書
や
レ
ザ
ノ
フ
の
日

本
で
の
談
話
等
の
写
し
も
あ
る
（
図
書
請
求
記
号
番
号
：Slave 103 （1

））。

　

オ
リ
ガ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ナ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ァ
は
、
ラ
ト
マ
ノ
フ
の
日
誌
を
詳
細

か
つ
丹
念
に
調
査
し
、
二
〇
一
五
年
、『
マ
カ
ー
ル
・
ラ
ト
マ
ノ
フ
日
誌
に
見
る
ロ

シ
ア
初
の
世
界
周
航
遠
征
（
一
八
〇
三
―
一
八
〇
六
）』【“П

ервая 
русская 

кругосветная экспедиция 1803-1806 в дневниках М
акара Ратманова”

】
と

（
３
）
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題
し
た
書
物
を
出
版
し
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。

　
「
自
己
の
日
誌
の
中
で
、
ラ
ト
マ
ノ
フ
は
、
三
つ
の
バ
リ
ア
ン
ト
の
中
で
同
じ
出

来
事
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
述
べ
て
は
い
る
も
の
の
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
を

ほ
と
ん
ど
書
い
て
い
な
い
。
ラ
ト
マ
ノ
フ
の
文
体
は
非
常
に
独
特
で
あ
る
一
方
、
句

構
成
も
極
め
て
独
創
的
で
あ
り
、
彼
の
日
誌
は
独
立
し
た
文
献
学
的
研
究
の
対
象
に

価
す
る
。
こ
れ
ら
の
日
誌
の
文
体
を
形
成
し
て
い
る
言
語
要
素
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
が
、
特
別
な
航
海
専
門
用
語
と
抽
象
概
念
語
彙
、
お
よ
び
古
い
語
順

（
形
動
詞
【
あ
る
い
は
形
容
分
詞
】
を
文
の
最
後
に
置
く
な
ど
）
の
痕
跡
を
留
め
た

独
特
な
統
語
法
で
あ
る
。【
形
動
詞
等
は
現
在
一
般
に
常
に
文
章
の
始
め
に
置
か
れ

る
】。」

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ア
ダ
モ
ヴ
ィ
チ
・
ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
六
〇
―

一
九
二
八
）

　

Ｋ
・
Ａ
・
ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー
は
、
ロ
シ
ア
の
将
軍
、
歴
史
家
で
、
駐
東
京
ロ
シ
ア

公
館
に
五
年
間
勤
務
す
る
。
彼
は
、
ロ
シ
ア
外
務
省
付
属
国
家
文
書
館
や
ロ
シ
ア
外

務
省
付
属
総
文
書
館
【Государственны

й архив М
инистерства И

ностранны
х 

дел Россиии 

と Главны
й архив М

инистерства И
ностранны

х дел России 　
 

両
者
と
も
革
命
前
の
ロ
シ
ア
外
務
省
の
文
書
館
】
か
ら
、
日
本
に
関
す
る
文
書
の
写

し
や
そ
の
他
の
史
料
を
収
集
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ロ
シ
ア
革
命
後
は
、
マ
ル
タ

に
移
住
、
地
元
の
大
学
で
教
え
る
。

　

ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー
の
収
集
し
た
文
書
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ロ
シ
ア
国

立
図
書
館
の
手
稿
部
に
収
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ォ
ン
ド
番
号
一
五
二

は
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
の
史
料
は
本
稿
執
筆
に
際
し
て
も
使
用
し
た
。

　

ロ
シ
ア
国
立
公
共
図
書
館
は
ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー
の
未
亡
人
か
ら
ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー

文
書
を
購
入
し
た
。
膨
大
な
蔵
書
を
購
入
し
た
の
は
、
愛
書
家
フ
ョ
ー
ド
ル
・
グ
リ

ゴ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
シ
ー
ロ
フ
（
一
八
七
九
―
一
九
六
二
）
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
一
月

の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
封
鎖
時
に
、
シ
ー
ロ
フ
が
住
ん
で
い
た
家
は
焼
失
し
た
。
蔵
書

の
大
部
分
は
壊
滅
し
、
残
っ
た
部
分
は
作
家
の
書
棚
に
売
ら
れ
、
一
部
は
ロ
シ
ア
国

立
公
共
図
書
館
に
入
っ
た
。
検
閲
委
員
会
に
勤
務
し
て
い
た
時
の
ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー

の
数
々
の
尽
力
の
お
か
げ
で
、
著
名
な
歴
史
家
ビ
リ
バ
ソ
フ
の
い
く
つ
も
の
著
作
、

た
と
え
ば
『
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
歴
史
』
な
ど
も
保
管
さ
れ
、
世
に
出
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
ビ
リ
バ
ソ
フ
に
よ
る
出
版
物
の
現
物
は
公
式
に
は
灰
燼
に
帰
し
た

と
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
実
質
的
に
、
ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー
が
ビ
リ
バ
ソ
フ
の
『
エ

カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
歴
史
』を
忘
却
の
世
界
か
ら
救
い
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
象
」
時
計
の
最
初
の
記
述
の
ひ
と
つ

　

将
軍
へ
の
贈
り
物
に
予
定
さ
れ
た
「
象
」
時
計
の
最
初
の
記
述
の
ひ
と
つ
は
、
一

七
九
一
年
タ
ヴ
リ
ー
チ
ェ
ス
キ
ー
宮
殿
の
祝
典
の
記
述
の
中
に
見
ら
れ
る
。

　

詩
人
ガ
ヴ
リ
ー
ル
・
ロ
マ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
露
暦
一
七
九

〇
年
一
二
月
一
一
日（
西
暦
一
二
月
二
二
日
）の
ト
ル
コ
の
難
攻
不
落
の
要
塞
で
あ
っ

た
イ
ズ
マ
イ
ル
要
塞
の
奪
取
に
捧
げ
る
頌
詩
「
イ
ズ
マ
イ
ル
要
塞
の
奪
取
」
を
創
っ

た
。こ
の
頌
詩
を
大
変
気
に
入
っ
た
女
帝
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
、ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー

ヴ
ィ
ン
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
付
の
煙
草
入
れ
を
下
賜
し
、
こ
の
詩
人
を
「
私
は
こ
れ
ま

で
、
貴
方
の
ラ
ッ
パ
が
、
か
く
も
大
き
く
鳴
り
響
く
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

る
で
心
地
よ
い
竪
琴
の
よ
う
で
す
」
と
褒
め
称
え
た
。

　

ト
ル
コ
人
に
対
す
る
勝
利
の
後
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
し
た
Ｇ
・

Ａ
・
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
公
爵
も
ま
た
詩
人
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
に
注
目
し
、
ジ
ェ
ル

ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
を
一
七
九
一
年
四
月
二
八
日
に
タ
ヴ
リ
ー
チ
ェ
ス
キ
ー
宮
殿
で
開
か

れ
た
祝
宴
に
招
い
た
。
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
を
筆
頭
と
す
る
帝
国
の
政
治
エ
リ
ー

ト
た
ち
が
列
席
し
た
祝
宴
の
様
子
は
、
詩
人
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
に
よ
り
、
同
様

に
、
印
象
深
く
、「
イ
ズ
マ
イ
ル
奪
取
を
記
念
し
て
、
陸
軍
元
帥
に
し
て
偉
大
な
る

総
司
令
官
、
グ
リ
ゴ
ー
リ
ー
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
―
タ
ヴ

（
４
）
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リ
ー
チ
ェ
ス
キ
ー
公
爵
閣
下
【
タ
ヴ
リ
ー
ダ
公
爵
と
も
。
タ
ヴ
リ
ー
ダ
と
は
今
日
の

南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方
と
ク
リ
ミ
ア
地
方
に
相
当
す
る
県
で
、
一
七
八
三
年
の
ク
リ
ミ

ア
併
合
後
、
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
が
知
事
に
な
っ
た
】
の
も
と
で
行
わ
れ
た
祝
宴
の
叙
述
」

の
中
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
叙
述
の
中
で
、
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
は
か
な
り
詳
細
な
象
時
計
の
記
述
を

残
し
て
い
る
。
後
に
一
七
九
二
年
、
女
帝
の
許
可
を
得
て
、
こ
の
叙
述
は
、
ヨ
ハ
ン
・

カ
ー
ル
・
シ
ノ
ー
ル
（
一
七
三
八
―
一
八
一
二
）
の
印
刷
所
で
印
刷
に
ふ
さ
れ
た
。

こ
の
出
版
物
は
、
一
枚
も
の
の
絹
の
織
物
装
丁
で
蓋
部
分
に
金
の
打
出
装
飾
の
あ
る

枠
付
き
で
出
版
さ
れ
た
。
見
返
し
は
「
大
理
石
風
」
の
紙
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
こ

の
三
九
頁
の
薄
い
本
の
大
き
さ
は
縦
二
〇
×
横
一
二
・
五
㎝
で
あ
る
。
こ
の
薄
い
本

は
、
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
手
稿
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

日
本
人
へ
の
贈
り
物

　

使
節
団
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
出
発
す
る
一
ヶ
月
前
に
、
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一

世
の
命
に
よ
り
、
使
節
と
し
て
の
威
信
を
高
め
る
た
め
に
レ
ザ
ノ
フ
に
、
聖
ア
ン
ナ

一
級
勲
章
が
下
賜
さ
れ
、
宮
廷
侍
従
の
称
号
が
付
与
さ
れ
た
。
日
本
皇
帝
（
と
り
も

な
お
さ
ず
「
将
軍
」
の
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
）
お
よ
び
有
力
な
高
官
た
ち
の
た

め
に
、
皇
帝
官
房
か
ら
の
支
出
で
次
の
よ
う
な
贈
り
物
が
用
意
さ
れ
た
。

〇
帝
室
磁
器
製
作
所
か
ら

（
一
）
花
瓶
四
対
、（
二
）
食
器
セ
ッ
ト
六
セ
ッ
ト
【
原
語
は
「
セ
ル
ヴ
ィ
ス
」
と

も
表
記
さ
れ
る
、
元
フ
ラ
ン
ス
語
。
宮
廷
用
は
元
々
総
数
数
百
か
ら
千
個
に
も
及
ぶ

厖
大
な
食
器
の
セ
ッ
ト
。
デ
ィ
ナ
ー
用
、
デ
ザ
ー
ト
用
と
各
種
用
途
用
が
あ
る
】

〇
帝
室
ガ
ラ
ス
製
作
所
か
ら

（
三
）
鏡
七
一
枚
（
大
き
さ
種
々
）、（
四
）
鏡
二
五
枚
追
加
、（
五
）
テ
ー
ブ
ル
板

一
五
枚
（
多
色
ガ
ラ
ス
製
）

〇
帝
室
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
工
房
か
ら

（
六
）
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
肖
像
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
一
枚
、（
七
）
花
付
淡

青
色
花
瓶
を
描
い
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
一
枚
【（
ａ
）
淡
青
色
地
の
花
瓶
に
花
束
が
飾

ら
れ
て
い
る
、（
ｂ
）
花
模
様
の
描
か
れ
た
淡
青
色
地
の
花
瓶
、（
ｃ
）
地
色
は
淡
青

色
だ
が
そ
こ
に
多
色
の
絵
付
け
が
さ
れ
て
い
る
、
の
い
ず
れ
か
か
と
思
わ
れ
る
。
い

ず
れ
も
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
は
や
や
奇
妙
で
は
あ
る
も
の
の
、
芸
術
性
よ
り
も
軽

量
な
商
品
見
本
と
考
え
た
】、（
八
）
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
三
枚
（
大
き
さ
種
々
）

〇
「
柔
ら
か
い
古
着
」（
毛
皮
）

（
九
）
黒
狐
の
毛
皮
一
枚
、（
一
〇
）
オ
コ
ジ
ョ
の
尾
付
き
毛
皮
一
枚
【
オ
コ
ジ
ョ

は
極
め
て
小
さ
な
動
物
で
、
一
匹
で
は
装
飾
用
と
し
て
の
毛
皮
の
体
を
な
さ
ず
、
ま

た
「
尾
」
が
複
数
な
の
で
、
何
匹
も
の
オ
コ
ジ
ョ
の
毛
皮
を
縫
い
合
わ
せ
て
、
尻
尾

を
た
く
さ
ん
ぶ
ら
下
げ
た
も
の
か
】

〇
生
地

（
一
一
）
錦
三
〇
〇
ア
ル
シ
ン
、（
一
二
）
ビ
ロ
ー
ド
三
五
六
ア
ル
シ
ン
、（
一
三
）

サ
テ
ン
六
四
ア
ル
シ
ン
、（
一
四
）
イ
ギ
リ
ス
羅
紗
一
一
枚
、（
一
五
）
イ
ス
パ
ニ
ア

羅
紗
二
枚
、（
一
六
）
黒
羅
紗
二
〇
枚

〇
各
種
品
物

（
一
七
）
象
型
青
銅
製
機
械
時
計
。
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た
も

の
、（
一
八
）
象
牙
細
工
蓋
物
五
〇
個
、（
一
九
）
皇
帝
グ
ラ
ス
一
〇
〇
個
、（
二
〇
）

小
銃
と
短
銃
（
各
複
数
）、（
二
一
）
鋼
鉄
製
短
剣
と
サ
ー
ベ
ル
、（
二
二
）
鋼
鉄
製

小
机
一
台
、（
二
三
）
燭
台
（
複
数
）、（
二
四
）
金
メ
ッ
キ
銀
縁
カ
ッ
ク
グ
ラ
ス
の
砂

糖
入
れ
蓋
物
八
個
、（
二
五
）
ガ
ラ
ス
製
水
差
し
一
二
個
、（
二
六
）
凹
面
鏡
付
ク
リ

ビ
ン
燈
二
個
。
街
灯
・
灯
台
照
明
用
、
ロ
シ
ア
の
著
名
な
機
械
工
Ｉ
・
Ｐ
・
ク
リ
ビ

ン
製
作
、（
二
七
）
戴
冠
記
念
金
メ
ダ
ル
二
五
個
、（
二
八
）
戴
冠
記
念
銀
メ
ダ
ル
二

〇
〇
個
、（
二
九
）長
さ
三
九
ア
ル
シ
ン
の
淡
青
色
の
勲
章
用
綬
、【（
三
〇
）欠
マ
マ
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
あ
っ
た
の
は
「
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
勲
章
綬
一
四
二
ア
ル
シ
ン
」
と
思

（
５
）
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わ
れ
る
（
ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー
「
史
学
雑
誌
」
一
九
―
一
）】、（
三
一
）
鋼
鉄
製
ボ
タ
ン

二
セ
ッ
ト
、（
三
二
）『
ロ
シ
ア
に
居
住
す
る
諸
民
族
概
観
』二
部【
同
じ
も
の
二
冊
】、

（
三
三
）「
ロ
シ
ア
帝
国
全
体
地
図
」
四
枚
、
懐
中
用
小
地
球
儀
三
六
個

　
「
象
」
時
計
の
件
で
伯
爵
Ｎ
・
Ｐ
・
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
の

書
簡
を
レ
ザ
ノ
フ
に
送
っ
た
。

　
「
拝
啓

ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
様

　

謹
ん
で
貴
下
に
お
知
ら
せ
致
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
に
あ

る
機
械
仕
掛
け
の
青
銅
象
を
対
日
使
節
団
と
共
に
送
り
出
す
件
に
関
す
る
交
渉
は
、

見
事
に
成
功
し
ま
し
た
。
私
に
そ
の
象
を
下
賜
す
る
こ
と
に
陛
下
が
ご
同
意
な
さ
れ

た
こ
と
が
、
皇
帝
陛
下
の
ご
意
思
に
従
い
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
イ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ノ

ヴ
ォ
セ
リ
ツ
ェ
フ
か
ら
二
等
宮
廷
官
ト
ル
ス
ト
イ
伯
爵
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
貴
下
に
お
知
ら
せ
出
来
ま
し
た
こ
と
を
私
は
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

 

敬
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ニ
コ
ラ
イ
・
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
」

軍
艦
ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号
と
ネ
ヴ
ァ
号
乗
組
員
の
構
成
と
使
節
の
構
成

　

一
八
〇
六
年
、
雑
誌
「
リ
ツ
ェ
イ
」
は
、
二
隻
の
ロ
シ
ア
軍
艦
の
サ
ン
ク
ト
・
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
帰
還
後
す
ぐ
、同
誌
の
二
つ
の
号
に
わ
た
り
、「
ロ
シ
ア
人
の
世
界
周
航
」

に
つ
い
て
、
簡
単
に
記
し
た
論
文
を
載
せ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
両
軍
艦
の
乗
組
員
や

使
節
に
随
行
し
た
者
た
ち
の
人
数
構
成
、
そ
し
て
、
当
時
と
し
て
は
、
遠
征
と
使
節

派
遣
に
莫
大
な
支
出
を
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
治
世
は
、
そ
の
時
代
に
優
れ
た
世
界
周
航
遠
征
が
行
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
名
を
残
す
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
遠
征
の
た
め
に
、
露
米
会
社
の
裁
量
下
、
ロ
ン
ド
ン
で
、
一
八
〇
二
年
末
、

軍
艦
ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号
（
か
つ
て
の
船
名
は
レ
ア
ン
ド
ー
ル
号
）
と
ネ
ヴ
ァ
号
（
か
つ

て
の
船
名
は
テ
ー
ム
ズ
号
）
が
購
入
さ
れ
た
。
ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号
は
四
三
〇
ト
ン
砲
二

八
門
艦
載
、
ネ
ヴ
ァ
号
は
三
七
二
ト
ン
艦
載
砲
一
六
門
で
あ
る
。

　

軍
艦
は
二
隻
と
も
海
軍
所
属
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号
艦
長
は
海
軍
少

佐
イ
ワ
ン
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
、
ネ
ヴ
ァ
号
艦
長
は
海

軍
少
佐
で
叙
勲
者
ユ
ー
リ
ー
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
リ
シ
ャ
ン
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
。

　

両
人
の
指
揮
下
、
ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号
乗
艦
者
は
、
海
軍
大
尉
四
名
、
海
軍
少
尉
一
名
、

舵
手
一
名
、
副
舵
手
一
名
、
博
士
一
名
、
医
師
一
名
、
そ
の
他
下
級
雇
員
四
二
名
、

士
官
付
き
五
一
名
。

　

上
記
以
外
に
、
対
日
使
節
の
一
員
で
あ
る
者
た
ち
や
露
米
会
社
雇
い
の
者
た
ち
も

派
遣
さ
れ
た
。

　

ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号
乗
艦
者
は
、
特
命
使
節
、
上
級
侍
従
で
叙
勲
者
レ
ザ
ノ
フ
（
こ
の

者
に
は
通
商
に
関
し
て
の
政
治
的
企
図
が
託
さ
れ
て
い
る
）、
使
節
の
一
員
で
叙
勲

者
五
名
、
教
授
二
名
、
画
家
一
名
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
一
名
、
日
本
人
四
人
、
士
官

候
補
生
二
名
、
使
節
の
召
使
三
名
、
露
米
会
社
の
経
営
代
行
一
名
、
大
工
頭
一
名
、

手
工
業
職
人
七
名
、
計
二
七
名
、
艦
付
き
八
六
名
。

　

ネ
ヴ
ァ
号
乗
艦
者
は
、
使
節
の
た
め
の
司
祭
一
名
、
露
米
会
社
の
た
め
の
船
大
工

助
手
一
名
、
同
会
社
の
経
営
代
行
一
名
、
手
工
業
職
人
二
名
、
計
五
名
、
艦
付
き
五

六
名
。

　

露
米
会
社
の
船
荷
は
以
下
の
通
り
。

　

ア
メ
リ
カ
向
け
貿
易
品
各
種
、
造
船
用
物
資
各
種
、
工
場
で
作
ら
れ
た
食
料
、
艦

付
き
の
者
た
ち
用
の
食
料
、
下
賜
品
を
含
む
士
官
た
ち
へ
の
二
ヶ
年
分
の
俸
給
、
艦

自
体
も
含
め
不
測
の
事
態
を
想
定
し
た
予
備
費
六
六
四
、
〇
六
九
ル
ー
ブ
ル
九
八
・

（
６
）

（
７
）

（
８
）
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四
五
コ
ペ
イ
カ
。

　

一
八
〇
五
年
七
月
二
六
日
午
前
一
〇
時
半
、
二
隻
の
軍
艦
は
、
ロ
シ
ア
の
商
船
旗

を
付
け
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
停
泊
地
を
抜
錨
し
、
出
航
し
た
。
一
方
で
、
皇
帝
か

ら
ご
許
可
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
海
軍
分
艦
隊
の
軍
旗
の
白
い
旗
も
掲
げ
る
権
利
を
得
て

い
た
。【
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
旗
、白
地
に
細
い
青
の
Ｘ
十
字（
つ
ま
り
バ
ツ
印
）。翻
っ

て
い
る
と
全
体
と
し
て
は
白
っ
ぽ
い
旗
に
見
え
る
】」

　

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ア
ダ
モ
ヴ
ィ
チ
・
ヴ
ォ
エ
イ
コ
フ
【
ヴ
ォ
エ
ン
ス
キ
ー
】
は

使
節
団
の
全
構
成
員
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
遠
征
隊
長
で
、露
米
会
社
の
代
表
取
締
、特
命
全
権
使
節
、上
級
侍
従
レ
ザ
ノ
フ
。

〇
使
節
中
の
叙
勲
者

（
一
）皇
帝
陛
下
の
大
本
営
付
き
幕
僚
、陸
軍
少
佐
エ
ル
モ
ラ
イ
・
フ
リ
ー
デ
リ
ツ
ィ

イ
【
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
】（
地
図
制
作
・
築
城
任
務
）、（
二
）
七
等
官
フ
ョ
ー
ド
ル
・

フ
ォ
ッ
ス（
シ
ベ
リ
ア
に
い
た
こ
と
が
あ
り
同
地
の
状
態
を
知
っ
て
い
る
者
）、（
三
）

プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
近
衛
連
隊
陸
軍
中
尉
ト
ル
ス
ト
イ
伯
爵
。

〇
学
者
、
画
家
、
そ
の
他

（
四
）
天
文
博
士
ゴ
ル
ネ
ル
、（
五
）
自
然
史
教
授
チ
レ
ジ
ウ
ス
、（
六
）
自
然
史
教

授
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
、【（
七
）医
学
博
士
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
リ
バ
ン
ト
】、（
八
）

医
学
、
植
物
学
の
博
士
ブ
リ
ン
キ
ン
、（
九
）
画
家
ク
ル
リ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
、（
一
〇
）

司
祭
ゲ
デ
オ
ン
…
、（
一
一
）
露
米
会
社
委
託
総
取
次
フ
ョ
ー
ド
ル
・
シ
ェ
メ
リ
ン
、

（
一
二
）
露
米
会
社
経
営
代
行
コ
ロ
ヴ
ィ
ツ
ィ
ン
」

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
露
暦
七
月
二
六
日
（
西
暦
八
月
七
日
）
軍
艦
ナ
ジ
ェ
ジ
タ
号

と
ネ
ヴ
ァ
号
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
長
い
航
海
の
途
に
就
い
た
。
ナ
ジ
ェ
ジ
タ

号
に
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
向
け
貿
易
品
と
日
本
政
府
代
表
た
ち
へ
の
贈
り
物
が
積
み
込

ま
れ
て
い
た
。
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
こ
れ
に
関
し
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「［
露
米
］
会
社
の
経
営
代
行
が
複
数
の
箱
詰
め
の
荷
と
共
に
到
着
し
た
。
箱
の
ひ

と
つ
は
船
室
の
大
き
さ
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
露
米
会
社
の
経
営
代
行
自
身
が
そ
こ
に

住
む
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
。
さ
も
な
か
っ
た
ら
場
所
な
ど
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。」

　

艦
の
乗
組
員
た
ち
は
大
変
窮
屈
な
状
態
で
世
界
周
航
旅
行
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
使
節
Ｎ
・
レ
ザ
ノ
フ
と
艦
長
Ｉ
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
も
例

外
で
は
な
く
、二
人
で
面
積
約
六
㎡
の
ひ
と
つ
の
船
室
を
使
う
は
め
に
な
っ
た
。（
全

員
、長
い
こ
と
艦
内
で
非
常
に
窮
屈
な
状
態
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
に
、

当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
使
節
と
海
軍
士
官
た
ち
の
間
に
は
、
互
い
に
相
手
を
好

き
に
な
る
よ
う
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。）

ロ
シ
ア
語
文
字
史
料
に
見
る
贈
り
物
に
関
す
る
記
述

　

レ
ザ
ノ
フ
は
長
崎
に
手
ぶ
ら
で
や
っ
て
来
た
わ
け
で
は
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
語
で
行

わ
れ
た
日
本
当
局
の
代
表
者
た
ち
の
質
問
に
対
し
て
、
レ
ザ
ノ
フ
は
「
私
は
次
の
よ

う
に
答
え
た
。
…
友
好
的
関
係
に
あ
る
こ
と
が
我
が
皇
帝
陛
下
に
と
っ
て
い
か
に
心

地
よ
い
こ
と
か
を
証
明
す
る
た
め
に
、
私
は
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
…
、
偉
大
な

る
、
か
つ
、
隣
り
合
っ
た
両
大
国
間
の
友
好
関
係
を
永
久
に
確
立
し
、
相
互
利
益
に

沿
っ
て
通
商
を
開
く
こ
と
が
私
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。陛
下
へ
の
贈
り
物（
強

調
は
ク
リ
モ
フ
）
以
外
に
は
商
品
は
何
も
持
参
し
て
い
な
い
、
我
々
が
乗
っ
て
き
た

船
は
軍
艦
で
あ
る
、
そ
し
て
最
後
に
、
乗
組
員
と
士
官
の
人
数
を
言
っ
た
。」
と
し
た
。

　

そ
れ
以
外
に
、
レ
ザ
ノ
フ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
次
の
よ
う
な
内
容
の
書

状
を
日
本
の
役
人
た
ち
に
手
渡
し
た
。

　
「
全
ロ
シ
ア
の
偉
大
な
る
皇
帝
の
も
と
か
ら
日
本
の
偉
大
な
る
皇
帝
、
テ
ン
ジ
ン

ク
ボ
ウ
陛
下
の
も
と
へ
上
級
侍
従
レ
ザ
ノ
フ
は
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
テ
ン
ジ

ン
ク
ボ
ウ
陛
下
に
贈
り
物
を
進
呈
し
、
陛
下
の
臣
民
四
名
を
帰
国
さ
せ
る
た
め
で
あ

る
。
私
は
首
都
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
昨
年
七
月
二
六
日
に
出
発
し
た
。
艦

（
９
）

（
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）

（
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）

（
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）
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を
長
崎
港
内
へ
誘
導
す
る
た
め
の
水
先
人
の
派
遣
を
日
本
政
府
に
お
願
い
す
る
。」

　

使
節
の
行
動
は
、最
初
か
ら
す
べ
て
、商
務
大
臣
で
伯
爵
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ

チ
・
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
（
一
七
五
四
―
一
八
二
六
）
か
ら
彼
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

軍
艦
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
日
本
に
向
か
う
途
中
、
強
い
暴
風

雨
に
遭
遇
し
、
修
理
を
必
要
と
し
て
い
た
。
し
か
し
日
本
の
役
人
は
、
長
崎
湾
の
内

港
【внутренний 

рейд

】
へ
の
停
泊
許
可
を
す
ぐ
に
は
出
さ
な
か
っ
た
。
レ
ザ
ノ

フ
は
、
執
拗
に
入
港
要
請
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
「
艦
は
暴
風
雨
の
後
の
破
損
が
大
き
く
、
浸
水
が
ひ
ど
い
状
態
で
あ
る
、
…
水
に

浸
か
っ
た
ま
ま
で
ロ
シ
ア
皇
帝
か
ら
の
贈
り
物
が
駄
目
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
、
ま
ず
は
我
々
に
場
所
を
与
え
て
下
さ
る
お
願
い
す
る
。」

　

使
節
は
、「
そ
れ
ら
（
贈
り
物
の
こ
と
―
ク
リ
モ
フ
注
）
を
き
ち
ん
と
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
」
家
を
割
り
当
て
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
上

で
行
わ
れ
た
日
本
役
人
と
の
会
談
の
う
ち
一
八
〇
四
年
九
月
二
八
日
の
会
談
で
、
レ

ザ
ノ
フ
は
、
ア
メ
リ
カ
北
部
に
ロ
シ
ア
の
領
有
地
が
置
か
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、

こ
の
こ
と
は
日
本
人
に
驚
き
を
与
え
た
。
日
本
人
た
ち
は
地
図
上
に
そ
の
領
有
地
を

示
す
よ
う
求
め
た
。

　
「
そ
の
地
図
は
我
々
が
彼
ら
に
見
せ
た
も
の
で
あ
る
。
役
人
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

語
で
書
か
れ
た
そ
の
地
図
を
読
ん
で
い
た
が
、
筆
頭
バ
ン
ジ
ョ
ー
ス
が
通
訳
に
眼
鏡

を
求
め
た
の
で
、
私
が
自
分
の
眼
鏡
を
渡
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
大
い
に
そ
の
眼
鏡
を

気
に
入
っ
た
。
私
は
、
他
の
者
に
も
与
え
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
同
じ
よ
う
に
彼
ら

の
目
に
合
っ
た
の
で
、
友
好
の
印
と
し
て
そ
の
眼
鏡
を
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ

た
。
彼
ら
は
拒
否
し
た
。
私
は
彼
ら
に
、
こ
れ
は
贈
り
物
で
は
な
い
、
私
は
彼
ら
に

は
別
の
も
の
を
用
意
し
て
い
る
、
と
言
っ
た
が
、
彼
ら
は
お
礼
を
言
っ
た
後
で
、
受

け
取
る
こ
と
は
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
、
奉
行
に
も
許
可
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と

言
っ
た
。
そ
の
後
で
彼
ら
に
懐
中
用
地
球
儀
を
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
大
い

に
気
に
入
っ
て
眺
め
て
楽
し
ん
だ
。」

　

こ
れ
ら
の
品
を
日
本
の
役
人
に
土
産
と
し
て
手
渡
そ
う
と
し
た
レ
ザ
ノ
フ
の
試
み

は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
日
本
人
た
ち
は
ま
た
、
ロ
シ
ア
皇
帝
の
衣
装
と
勲
功
章

に
つ
い
て
詳
細
に
質
問
を
し
た
。
そ
こ
で
使
節
は
、「
皇
帝
と
女
帝
の
肖
像
画
を
彼

ら
に
見
せ
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
れ
ら
は
日
本
人
た
ち
が
感
謝
の
気
持
か
ら
購
入
し
た

も
の
だ
。
役
人
た
ち
は
肖
像
画
を
賞
賛
し
、
う
や
う
や
し
く
受
け
取
り
、
そ
の
美
し

さ
に
驚
嘆
し
て
い
た
。
一
方
日
本
人
た
ち
（
海
難
に
遭
い
、
使
節
団
と
と
も
に
日
本

に
帰
っ
て
き
た
者
た
ち
を
指
す
。
―
ク
リ
モ
フ
注
）
は
、
皇
帝
も
女
帝
も
本
物
の
方

が
も
っ
と
勝
っ
て
い
る
と
し
た
私
の
言
葉
を
承
認
し
た
。通
訳
の
セ
キ
ゼ
イ
モ
ン【
大

通
詞
・
石
橋
助
左
衛
門
】
は
、
青
い
綬
を
身
に
付
け
た
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
の
肖
像
画

を
持
っ
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
通
し
て
取
り
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
た
。」

　

一
〇
月
五
日
の
会
談
で
レ
ザ
ノ
フ
の
話
は
鏡
に
及
ん
だ
。
使
節
が
市
長
と
名
付
け

た
役
人
が
、「
一
枚
の
ガ
ラ
ス
で
出
来
た
縦
二
ア
ル
シ
ン
、
横
半
ア
ル
シ
ン
【
一
ア

ル
シ
ン
＝
〇
・
七
一
一
ｍ
】
の
鏡
を
持
っ
て
い
た
が
、
五
年
ほ
ど
前
に
オ
ラ
ン
ダ
人

か
ら
貰
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
た
。
そ
の
後
で
私
は
、
皇
帝
（
将
軍
―
ク
リ
モ
フ

注
）
の
た
め
に
用
意
し
た
顕
微
鏡
を
彼
ら
に
見
せ
た
。
彼
ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち

が
既
に
皇
帝
に
提
供
し
た
と
言
っ
た
。」

　

一
〇
月
一
九
日
と
二
〇
日
、
レ
ザ
ノ
フ
の
命
令
で
中
央
部
上
甲
板
に
、
贈
り
物
と

し
た
持
参
し
た
ク
リ
ビ
ン
燈【
一
八
世
紀
後
半
技
師
ク
リ
ビ
ン
が
発
明
し
た
反
射
燈
。

後
半
、
注（
28
）の
本
文
付
近
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
】
が
灯
さ
れ
た
。
そ
の
明
る
さ
は

実
に
鮮
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
見
張
り
役
の
日
本
人
た
ち
は
、
目
に
し
た
も
の
を

報
告
す
る
た
め
に
小
舟
で
町
に
向
か
っ
た
。

　

一
二
月
五
日
、
使
節
は
、
交
渉
時
に
住
む
こ
と
に
な
る
陸
上
の
建
物
へ
と
厳
か
に

敬
意
を
も
っ
て
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
家
の
周
囲
に
は
高
い
垣
が
設
け
ら
れ
た
。

　
「
周
囲
の
垣
は
這
い
登
っ
て
越
え
る
こ
と
は
不
可
能
な
ほ
ど
高
く
、
隙
間
が
な
く

何
も
見
え
な
か
っ
た
。
私
を
送
っ
て
く
れ
た
（
ロ
シ
ア
の
―
ク
リ
モ
フ
注
）
士
官
た

（
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）

（
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）

（
15
）

（
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）

（
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）

（
18
）
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ち
は
艦
に
帰
っ
て
い
っ
た
…
。
役
人
た
ち
は
帰
り
際
に
、
明
日
贈
り
物
を
移
動
さ
せ

る
た
め
に
出
来
る
だ
け
多
く
の
船
を
用
意
す
る
よ
う
奉
行
た
ち
か
ら
命
令
が
出
て
い

る
と
言
っ
た
。
士
官
た
ち
が
退
去
す
る
と
、
海
に
面
し
た
門
は
す
ぐ
に
施
錠
さ
れ
、

鍵
は
町
に
持
ち
運
ば
れ
た
。
私
が
、
こ
の
建
物
は
要
塞
な
の
か
、
そ
れ
と
も
使
節
用

の
家
な
の
か
、
私
は
捕
虜
の
身
な
の
か
、
そ
れ
と
も
客
な
の
か
、
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

彼
ら
は
、
こ
れ
は
我
々
の
習
慣
で
、
嘆
く
に
は
及
ば
な
い
、
と
言
っ
た
…
。」

　

翌
一
二
月
六
日
、
陸
の
倉
庫
へ
の
贈
り
物
や
そ
の
他
の
物
の
移
動
が
始
ま
っ
た
。

　
「
七
日
に
、
使
節
の
品
物
の
一
部
と
索
具
が
運
ば
れ
て
き
て
、
別
の
倉
庫
も
一
杯

に
な
っ
た
。
品
物
が
下
ろ
さ
れ
る
際
に
は
、
二
名
の
役
人
が
艦
上
で
そ
れ
ら
に
つ
い

て
書
き
留
め
た
が
、
ま
た
私
の
い
る
屋
敷
に
も
書
役
た
ち
は
い
た
。
そ
の
後
、
艦
か

ら
役
人
が
や
っ
て
来
て
、
陸
上
に
あ
る
物
品
と
更
に
照
合
し
た
。」

　

つ
ま
り
、
艦
か
ら
下
ろ
さ
れ
た
物
、
艦
上
に
残
さ
れ
た
物
、
陸
上
の
屋
敷
に
あ
る

物
を
丹
念
に
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
間

違
い
と
物
品
が
売
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
レ
ザ
ノ
フ
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

　
「
日
本
人
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
は
驚
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
鏡
複
数
が

運
び
込
ま
れ
た
際
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
包
み
か
ら
開
け
て
見
て
、
全
く
壊
れ
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
す
る
と
、
日
本
人
た
ち
は
皆
近
寄
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
大

き
さ
に
驚
い
た
が
、
す
ぐ
に
欠
点
に
気
が
つ
き
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
鏡
に
こ
ん
な

多
く
の
気
泡
が
あ
る
の
は
残
念
だ
と
言
っ
た
。
ま
た
そ
の
日
、
我
々
は
象
の
形
を
し

た
時
計
を
開
け
た
。
日
本
人
た
ち
は
そ
の
時
計
に
非
常
に
驚
嘆
し
た
。
私
が
、
こ
の

品
は
気
に
入
っ
た
か
と
聞
い
た
時
、
彼
ら
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
、
言
葉
で
は
説
明

で
き
な
い
く
ら
い
だ
、
と
言
っ
た
。
私
は
彼
ら
に
品
物
を
置
く
机
を
用
意
し
て
く
れ

る
よ
う
頼
ん
だ
。
彼
ら
は
実
行
す
る
と
約
束
し
た
。」

　

翌
一
二
月
八
日
、「
朝
早
く
、
海
岸
に
面
し
た
門
が
開
か
れ
、
艦
か
ら
の
重
量
物

の
移
送
が
再
開
さ
れ
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
は
最
後
の
倉
庫
が
埋
め
尽
く
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
、
傍
に
あ
る
中
国
人
専
用
の
倉
庫
を
更
に
二
つ
我
々
に
提
供

す
る
と
約
束
し
、
中
国
人
た
ち
に
片
付
け
る
よ
う
命
じ
た
。」

　

そ
の
日
、
レ
ザ
ノ
フ
を
、
彼
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
町
の
長
が
訪
問
し
た
。

　
「
昼
食
の
後
に
町
長
の
タ
カ
シ
マ
シ
ロ
ベ
サ
マ
【
長
崎
町
年
寄
・
高
島
四
郎
兵
衛
】

が
私
を
訪
問
し
、
彼
は
、
私
が
必
要
な
こ
と
は
す
べ
て
彼
を
通
し
て
実
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
、
私
が
必
要
な
こ
と
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
実
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
前
も
っ
て
申
し
出
て
ほ
し
い
と
告
げ
た
。
私
は
彼
に
礼
を
言
い
、
日
本

人
が
大
い
に
好
む
と
私
が
気
が
つ
い
た
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
た
。
…
私
が
彼
ら
に
、
鏡

を
ど
う
や
っ
て
運
ぶ
の
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
、
人
力
で
運
ぶ
の
で
あ
る
、

か
つ
て
中
国
の
皇
帝
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
生
き
た
象
も
人
力
で
江
戸
に
運
び
届
け

た
、
と
言
っ
た
。
こ
の
日
、
通
訳
が
こ
っ
そ
り
と
私
に
、
私
に
別
の
家
が
用
意
さ
れ

て
い
る
、
近
い
う
ち
に
私
は
江
戸
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
通
訳
の
長
と
五

人
の
通
訳
が
私
付
き
に
任
命
さ
れ
て
い
る
、
と
言
っ
た
。」

　

一
二
月
一
〇
日
、
奉
行
た
ち
の
と
こ
ろ
で
予
定
さ
れ
て
い
る
応
接
儀
式
の
こ
と
に

話
の
多
く
が
及
ん
だ
。
話
は
厳
し
い
内
容
の
も
の
だ
っ
た
【
こ
の
日
レ
ザ
ノ
フ
は
、

奉
行
と
の
会
見
で
の
平
伏
を
要
求
さ
れ
、
何
度
も
断
固
激
し
く
拒
否
し
て
い
る
】。

そ
の
後
で
使
節
は
、電
気
機
械【
エ
レ
キ
テ
ル
か
】の
実
演
を
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
。

ど
う
や
ら
そ
れ
は
、
議
論
の
際
に
生
じ
た
緊
張
を
取
り
除
く
た
め
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
レ
ザ
ノ
フ
は
自
分
の
日
記
の
中
で
文
字
通
り
二
つ
の
文
を
書
き
記
し
て
い
る
。

　
「
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
博
士
は
エ
レ
キ
テ
ル
で
日
本
の
役

人
た
ち
を
す
っ
か
り
虜
に
し
、
様
々
な
実
験
を
し
て
見
せ
た
が
、
そ
れ
ら
は
日
本
の

役
人
た
ち
に
大
い
に
気
に
入
っ
た
。
夕
方
我
々
は
極
め
て
友
好
的
に
別
れ
た
。」

　

一
二
月
一
二
日
、
使
節
が
住
む
家
の
並
び
に
あ
る
倉
庫
を
中
国
人
が
引
き
払
っ
た

後
、
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
に
残
っ
て
い
た
荷
物
の
荷
下
ろ
し
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。
レ
ザ

ノ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
日
本
人
た
ち
は
極
め
て
礼
儀
正
し
か
っ
た
。
私
の
と
こ
ろ
に
は
役
人
た
ち
と
、
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彼
ら
に
同
行
の
通
訳
ソ
ザ
イ
マ
【
小
通
詞
・
本
木
庄
左
衛
門
】
が
来
た
。
私
は
、
通

訳
が
私
の
話
を
然
る
べ
く
訳
し
て
い
な
い
こ
と
、
役
人
た
ち
の
答
え
を
き
ち
ん
と
私

に
伝
え
よ
う
と
し
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
、
通
訳
に
不
満
で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
さ
ま

役
人
た
ち
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
通
訳
は
怒
っ
て
、
自
分
は
こ
れ
以
上
う
ま
く

は
出
来
な
い
、
自
分
は
通
訳
と
し
て
勤
勉
で
あ
り
自
分
の
職
務
は
知
っ
て
い
る
、
と

私
に
言
っ
た
。
私
は
彼
に
、
怒
ら
な
い
で
ほ
し
い
、
彼
が
通
訳
し
て
い
る
の
は
オ
ラ

ン
ダ
商
人
で
は
な
い
…
、
皇
帝
の
使
節
な
の
だ
、
と
言
い
、
役
人
た
ち
に
は
、
ス
キ

ゼ
イ
マ
【
大
通
詞
・
大
石
助
左
衛
門
】、
あ
る
い
は
、
他
の
誰
か
を
寄
越
す
よ
う
言
っ

た
。
役
人
た
ち
は
私
の
と
こ
ろ
か
ら
退
去
す
る
際
に
、
象
時
計
を
動
か
し
て
み
て
ほ

し
い
と
頼
ん
だ
の
で
、
私
は
、
今
は
出
来
な
い
、
数
時
間
後
に
彼
ら
を
呼
ぶ
、
と
言

う
よ
う
命
じ
、
実
際
に
そ
の
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
怒
っ
て
し
ま
い
、
立
ち

去
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
ど
う
や
ら
ソ
ザ
イ
マ
が
行
か
な
い
よ
う
彼
ら
に
言
い
含
め

た
よ
う
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
こ
と
を
気
に
掛
け
ず
、
彼
ら
に
、
次
の
日
に
は
通
訳
の

長
を
寄
越
す
よ
う
、
ま
た
、
奉
行
た
ち
に
命
令
を
お
願
い
す
る
の
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
と
念
を
押
し
た
。
私
が
出
し
て
ほ
し
い
命
令
と
い
う
の
は
、
私
の
士
官
た
ち
が
艦

と
私
の
間
を
途
中
で
邪
魔
さ
れ
ず
に
往
き
来
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
つ
ま
り
、
私
と

艦
と
が
自
由
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
や
っ
と
一
日

が
無
事
終
わ
っ
た
。」

　

一
三
日
に
艦
か
ら
の
全
て
の
荷
の
荷
上
げ
が
終
了
し
た
。
こ
の
日
レ
ザ
ノ
フ
は
、

彼
が
言
っ
た
こ
と
す
べ
て
を
オ
ラ
ン
ダ
語
で
必
ず
書
き
留
め
る
よ
う
依
頼
し
た
。
そ

の
後
で
彼
は
、
情
報
が
歪
曲
さ
れ
ず
に
奉
行
の
と
こ
ろ
ま
で
届
く
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
、
書
か
れ
た
も
の
を
再
点
検
す
る
の
で
あ
る
。

　

商
務
大
臣
で
伯
爵
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
か
ら
レ
ザ
ノ
フ
に
与
え
ら
れ
た
、
日
本
へ
使

節
と
し
て
行
く
た
め
の
特
別
訓
令
の
中
で
は
、
贈
り
物
の
扱
い
方
が
明
確
に
述
べ
ら

れ
て
い
た
。
最
も
高
価
な
贈
り
物
は
将
軍
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
訓
令
の
第
四
条
で
は
、
長
崎
港
に
到
着
直
後
の
日
本
役
人
の
質
問
へ
の
対
し
方

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
貴
下
は
以
下
の
よ
う
に
答
え
る
べ
き
で
あ
る
。
貴
下
は
、
国
書
と
（
後
日
然
る

べ
き
裁
可
が
下
り
た
場
合
）
貴
下
と
共
に
送
ら
れ
る
偉
大
な
る
絶
対
君
主
日
本
皇
帝

へ
の
贈
り
物
を
携
え
て
ロ
シ
ア
皇
帝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
、
貴
下
が
持

参
し
た
の
は
生
活
物
資
と
航
海
中
必
要
な
物
の
み
で
あ
る
こ
と
、
貴
下
に
与
え
ら
れ

た
任
務
と
指
令
は
唯
一
、
貴
下
の
主
君
か
ら
の
国
書
と
贈
り
物
を
然
る
べ
き
儀
式
と

荘
厳
な
し
き
た
り
に
則
り
、
偉
大
な
る
絶
対
君
主
日
本
皇
帝
に
差
し
出
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、日
本
の
習
慣
に
従
い
、日
本
皇
帝
へ
の
謁
見
を
願
い
出
る
こ
と
で
あ
る
。」

　

更
に
第
一
二
条
で
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
は
、
贈
り
物
の
こ
と
に
再
び
述
べ
て
い
る
。

　
「
主
君
か
ら
日
本
皇
帝
（
将
軍
―
ク
リ
モ
フ
注
）
に
宛
て
た
贈
り
物
に
つ
い
て
は
、

国
書
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大
臣
た
ち
や
そ
の
他
の
高
官
た
ち
に
何
を
贈
る
べ
き

か
に
つ
い
て
は
、
貴
下
が
自
身
で
問
い
合
わ
せ
ら
れ
た
し
。
何
を
誰
に
贈
る
べ
き
か

を
貴
下
に
正
確
に
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
人
は
沢
山
見
つ
か
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
理
由
は
、
日
本
政
府
【
原
語
はЯ

понский 
двор　

日
本
「
宮
廷
」
の
意
】
で
は

誰
が
何
を
外
国
人
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
名
を
列
挙
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
贈
り
物
は
毛
織
物
か
ら
成
っ
て
お
り
、
貴
下
は
後
日
受
け
取

る
こ
と
に
な
る
。」

　

ロ
シ
ア
政
府
は
、
交
渉
が
成
功
裡
に
終
わ
り
、
日
本
と
の
通
商
の
許
可
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
ル
ミ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
は
レ
ザ
ノ
フ
に
、

将
軍
の
謁
見
が
終
わ
っ
た
後
で
、
影
響
力
の
あ
る
者
た
ち
に
贈
り
物
を
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。

　
「
謁
見
の
後
で
貴
下
は
、
貴
下
の
外
交
交
渉
（
交
渉
―
ク
リ
モ
フ
注
）
に
或
る
程

度
の
影
響
力
を
持
つ
で
あ
ろ
う
日
本
の
全
閣
僚
に
敬
意
を
表
し
、
彼
ら
に
贈
り
物
を

し
、貴
下
の
主
君
の
国
書
に
対
す
る
一
刻
も
早
い
回
答
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

日
本
皇
帝
か
ら
の
贈
り
物
は
、
恭
し
く
受
け
取
り
、
返
答
の
国
書
を
持
ち
出
す
際
に

は
、貴
下
が
携
え
て
派
遣
さ
れ
た
国
書
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
を
命
ず
る
よ
う
に
。
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自
分
の
部
屋
に
着
い
た
時
は
、
貴
下
を
送
っ
て
く
れ
た
者
皆
に
、
貴
下
に
対
し
贈
り

物
が
な
さ
れ
た
時
と
同
様
に
、
過
不
足
な
く
贈
り
物
を
す
る
こ
と
。
日
本
に
い
る
間
、

貴
下
が
ロ
シ
ア
臣
民
の
庇
護
を
要
請
す
る
相
手
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
人
が
日
本
の
習
慣

を
知
ら
な
い
こ
と
に
寛
容
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
長
崎
奉
行
に
対
し
て
も
、
同
様
に

振
る
舞
う
こ
と
。」

　

使
節
の
随
員
の
一
人
で
使
節
の
直
属
の
部
下
で
あ
っ
た
、
露
米
会
社
の
経
営
代
行

の
Ｆ
・
Ｉ
・
シ
ェ
メ
リ
ン
は
、
長
崎
の
日
本
役
人
た
ち
の
最
大
の
注
意
を
引
い
た
贈

り
物
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
書
き
留
め
て
い
る
。

　
「
使
節
は
、
日
本
政
府
【
原
語
はЯ

поский двор　

日
本
「
宮
廷
」】
に
贈
る
品
物

が
す
べ
て
無
傷
の
状
態
か
ど
う
か
、
特
に
、
鏡
な
ど
、
ガ
ラ
ス
か
ら
出
来
て
い
る
物

を
確
か
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
…
そ
れ
ゆ
え
、
運
び
出
し
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、

幾
つ
か
の
箱
が
開
け
ら
れ
た
が
、
ま
ず
最
初
に
取
り
出
さ
れ
た
の
は
、
青
銅
で
鋳
造

さ
れ
、
加
熱
溶
融
金
メ
ッ
キ
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
象
は
、
ね
じ
を

巻
く
と
中
に
組
み
込
ま
れ
た
機
械
が
動
き
出
し
、象
は
鼻
を
前
後
左
右
に
振
り
回
し
、

目
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
さ
せ
、
耳
を
立
て
た
り
下
ろ
し
た
り
し
て
、
尻
尾
を
振
り
始
め

た
。
一
方
で
、
は
め
込
み
時
計
が
動
き
だ
し
、
鐘
を
鳴
ら
し
、
同
時
に
、
象
の
上
の

尖
塔
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
ル
ビ
ー
の
散
り
ば
め
ら
れ
た
車
輪
が

回
転
し
な
が
ら
輝
き
、
様
々
な
光
を
発
す
る
。
ま
る
で
小
さ
な
花
火
の
よ
う
だ
。
見

事
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
の
機
械
装
置
は
、
所
々
に
、
エ
メ
ラ
ル
ド
、
青
コ
ラ
ン
ダ

ム（
サ
フ
ァ
イ
ヤ
）、真
珠
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、大
い
に
日
本
人
た
ち
の
気
に
入
っ
た
。

そ
れ
以
外
に
開
け
ら
れ
た
の
が
大
き
な
鏡
の
ひ
と
つ
で
、
金
彩
多
色
色
ガ
ラ
ス
の
縁

の
付
い
た
高
さ
四
ア
ル
シ
ン
の
鏡
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
さ
が
並
は
ず
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
日
本
人
た
ち
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
に
思
え
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
劣

ら
ず
日
本
人
の
好
奇
心
を
引
き
付
け
た
の
は
大
き
な
エ
レ
キ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
ラ
ン

グ
ス
ド
ル
フ
氏
は
エ
レ
キ
テ
ル
の
力
と
効
果
を
様
々
な
や
り
方
で
日
本
人
た
ち
に
見

せ
た
。
彼
ら
は
、
エ
レ
キ
テ
ル
が
発
す
る
光
を
目
に
し
た
り
、
そ
の
衝
撃
を
感
じ
、

驚
嘆
し
た
り
、
喜
ん
だ
り
し
た
。
長
崎
の
役
人
で
、
我
々
の
い
る
メ
ガ
サ
キ
【
梅
ヶ

崎
】
に
来
な
か
っ
た
者
、
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
物
を
目
に
し
な
か
っ
た
者
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。
日
本
士
官
た
ち
の
う
ち
或
る
者
た
ち
は
、
使
節
に
、
奉
行
自
身

も
役
人
に
身
を
隠
し
て
見
物
に
来
た
こ
と
を
明
言
し
た
。」

　

ま
た
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
、
ロ
シ
ア
の
独
学
で
職
工
と
な
っ
た
イ
ヴ
ァ

ン
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ク
リ
ビ
ン
（
一
七
三
五
―
一
八
一
八
）
が
発
明
し
た
照
度
を

強
め
る
た
め
に
鏡
を
付
け
た
二
個
の
角
燈
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
こ
れ
は
、
小
さ
な
四
角
の
鏡
が
隙
間
無
く
は
め
込
ま
れ
た
凹
面
鏡
の
燈
で
あ
る
。

純
粋
に
子
供
っ
ぽ
い
発
想
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
大
切
で
驚
く
べ
き
こ
と
の
よ
う

に
思
え
る
」。

　

象
時
計
は
イ
ギ
リ
ス
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
箱
に
は

「
ロ
ン
ド
ン
」
と
い
う
表
示
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
レ
ザ
ノ
フ
は
、
レ
ー
ヴ
ェ

ン
シ
ュ
テ
ル
ン
が
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
一
切
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
こ
の
時
計
は
ロ
シ
ア
の
作
品
だ
と
公
言
し
た
。「
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

で
製
作
さ
れ
た
物
に
「
ロ
ン
ド
ン
」
と
書
く
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

全
体
で
［
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
］
な
の
で
す
。」

　

レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
使
節
は
そ
う
言
っ
て
皆
を
納
得
さ

せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
軍
士
官
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
証
言
は
そ
の
ま
ま

鵜
呑
み
に
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
レ
ザ
ノ
フ
に
対
す
る
見
方

は
、
お
よ
そ
客
観
的
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
人
目
撃
者
が
記
録
し
た
も
の
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
日
本
人
の
興
味

を
最
も
引
い
た
の
は
「
象
」
時
計
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
時
計
が
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
し
て
ロ
シ
ア
に
出
現
し
た
の
か
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
戻
っ
た

後
、
時
計
は
ど
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
。

　
「
象
」
時
計
は
、
公
爵
グ
リ
ゴ
ー
リ
ー
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
チ
ョ
ム

キ
ン
【
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
の
一
〇
歳
年
下
の
寵
臣
】
の
家
で
行
わ
れ
た
祝
宴
の
、
言

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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う
な
れ
ば
、
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
祝
宴
は
「
一
七
九
一
年
四
月
二
五

日
、
女
帝
陛
下
と
殿
下
の
皆
さ
ま
ご
列
席
の
下
に
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の

近
衛
騎
兵
隊
の
近
く
に
あ
る
公
爵
の
家
で
行
わ
れ
た
。」

　

ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
は
ま
だ
タ
ヴ
リ
ー
チ
ェ
ス
キ
ー
宮
殿
【
Ｇ
・
Ａ
・
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン

の
屋
敷
。一
七
八
九
年
に
完
成
。タ
ヴ
リ
ー
ダ
宮
殿
と
も
】に
居
を
構
え
る
に
は
至
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
一
刻
も
早
く
、
女
帝
へ
の
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
祝
典
を
催

す
こ
と
を
決
意
し
た
。
客
は
数
千
人
に
及
ん
だ
。
そ
の
中
の
一
人
に
、
当
時
高
名
な

詩
人
か
つ
文
人
で
、
一
七
九
一
年
か
ら
一
七
九
三
年
ま
で
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の

秘
書
官
長
で
あ
っ
た
ガ
ブ
リ
ー
ル
・
ロ
マ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ビ
ン
（
一
七

四
三
―
一
八
一
六
）
が
い
た
。
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
細
か
く
細
部
ま
で
取
り

決
め
ら
れ
た
式
典
次
第
の
中
で
、
そ
の
役
割
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
時
計
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
「
畏
れ
多
く
も
、
偉
大
な
る
女
帝
陛
下
な
ら
び
に
殿
下
の
方
々
に
対
す
る
祝
宴
主

催
側
か
ら
の
願
い
に
よ
り
、
ま
た
、
貴
族
の
名
門
男
女
の
急
使
の
呼
び
掛
け
に
従
い
、

午
後
六
時
ま
で
に
全
員
が
集
ま
っ
た
。
全
員
が
仮
面
舞
踏
会
用
の
衣
装
を
ま
と
っ
て

い
た
。
通
り
は
、
た
く
さ
ん
の
馬
車
で
す
し
詰
め
状
態
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ポ
チ
ョ

ム
キ
ン
邸
は
、
疑
い
な
く
、
そ
の
程
度
な
ら
、
あ
る
い
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
も
っ

と
多
く
の
客
で
す
ら
も
招
き
入
れ
る
こ
と
の
出
来
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
っ
た
。
よ
う

や
く
待
ち
に
待
っ
た
陛
下
ご
一
同
の
方
々
が
到
着
し
た
。
…
深
い
沈
黙
、
そ
し
て
、

大
広
間
に
最
初
に
入
っ
て
き
た
皇
族
方
に
向
け
ら
れ
る
数
千
も
の
客
の
熱
い
視
線
、

こ
れ
は
最
高
に
心
地
よ
い
光
景
だ
っ
た
。
…
皇
族
方
が
用
意
さ
れ
た
席
に
着
席
さ
れ

た
、
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
、
三
〇
〇
名
か
ら
成
る
、
合
唱
と
楽
隊
が
演
奏
を
始
め
、
音

楽
が
と
ど
ろ
き
渡
っ
た
。
荘
厳
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
大
広
間
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
た
。」

　

そ
の
後
、
音
楽
と
合
唱
が
大
き
く
響
き
わ
た
り
、
カ
ド
リ
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。
エ

カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
は
、「
集
ま
り
の
場
を
後
に
な
さ
れ
、
絨
毯
が
敷
か
れ
、
高
価

な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
張
ら
れ
た
部
屋
で
、
ご
休
息
に
入
ら
れ
た
」。
女
帝
は
、
壁
一

面
に
飾
ら
れ
た
、
ペ
ル
シ
ア
の
高
官
ア
マ
ン
と
マ
ル
ド
ハ
イ
・
イ
ズ
ラ
イ
リ
チ
ャ
ニ

ン
の
物
語
が
描
か
れ
た
絵
を
眺
め
て
い
た
。
隣
の
部
屋
で
女
帝
を
待
っ
て
い
た
の
は

「
真
珠
の
房
飾
り
を
掛
け
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
エ
メ
ラ
ル
ド
で
飾
ら
れ
て
い
た
金
の

象
だ
っ
た
。
象
は
鼻
を
回
し
始
め
た
。
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
で
、
ア
ッ
ス
イ
ル

の
警
備
兵
の
と
こ
ろ
に
わ
ざ
と
置
か
れ
て
い
た
。
ペ
ル
シ
ア
の
物
語
が
そ
の
前
で
展

開
し
た
。
象
の
上
に
座
っ
て
い
る
ペ
ル
シ
ア
人
が
鐘
を
鳴
ら
し
、
そ
れ
が
芝
居
が
始

ま
る
合
図
だ
っ
た
。
主
側
が
、
高
貴
な
来
訪
者
を
恭
し
く
芝
居
に
案
内
し
、
他
の
客

を
招
い
た
。
幕
が
開
い
た
。
舞
台
と
演
台
が
光
輝
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
た
。
太
陽
の

中
央
に
は
、
緑
色
の
月
桂
冠
に
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
頭
文
字
を
図
案
化
し
た
も

の
が
輝
い
て
い
た
。
農
夫
と
農
婦
に
扮
し
た
踊
り
手
た
ち
が
登
場
し
た
。
彼
ら
は
、

光
輝
く
太
陽
に
向
か
い
手
を
差
し
伸
べ
、
自
分
た
ち
の
溢
れ
ん
ば
か
り
の
思
い
を
そ

の
動
き
で
示
し
て
い
た
。
バ
レ
エ
は
音
楽
と
合
唱
を
バ
ッ
ク
に
行
わ
れ
た
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
時
計
の
鐘
の
音
が
、
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
が
バ
レ
エ
と
呼
ん
だ
出
し
物

の
開
始
を
告
げ
た
こ
と
が
、祝
宴
の
記
述
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
象
」時
計
は
、

女
帝
と
高
貴
な
客
た
ち
の
注
意
を
引
き
付
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
見
な
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
祝
宴
の
筋
書
き
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
の
だ
。

　

Ｇ
・
ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
の
著
作
集
を
出
版
す
る
際
、
編
集
を
務
め
た
の
は
、

ロ
シ
ア
文
学
教
授
で
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
一
八
八
九
年
か
ら
ロ
シ
ア
帝
室
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
副
総
裁
で
あ
っ
た
ヤ
コ
ヴ
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
チ
・
グ
ロ
ト
で
あ
っ
た
が
、
彼
が

付
し
た
注
釈
の
中
に
、
そ
の
時
計
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

　
「
そ
こ
の
部
屋
の
ひ
と
つ
に
、
素
晴
ら
し
い
黄
金
の
象
が
い
た
。
そ
れ
は
、
大
理

石
の
机
の
上
に
あ
る
鏡
の
前
に
置
か
れ
た
中
く
ら
い
の
大
き
さ
の
時
計
で
あ
っ
た
。

時
計
そ
の
も
の
は
、
小
さ
な
宝
石
が
た
く
さ
ん
ち
り
ば
め
ら
れ
、
上
に
黒
人
が
座
っ

て
い
る
小
さ
な
象
の
台
座
に
な
っ
て
い
た
。」

　

更
に
グ
ロ
ト
は
、
こ
の
時
計
は
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
公
爵
が
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
公
妃
の

か
つ
て
の
財
産
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
四
万
二
千
ル
ー
ブ
ル
で
購
入
し
た
こ
と
を
伝
え
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て
い
る
。

　
「
キ
ン
グ
ス
ト
ン
公
妃
は
旧
姓
ミ
ス
・
チ
ャ
ド
レ
イ
…
、夫
と
の
間
の
奇
妙
な
民
事

訴
訟
で
、
あ
や
う
く
首
を
失
い
か
ね
な
か
っ
た
あ
の
有
名
な
女
性
で
あ
る
。
彼
女
は

長
い
間
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
女
帝
の
下
で
暮
ら
し
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
は
未

亡
人
に
な
っ
た
選
帝
侯
妃
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
。
彼
女
は
、
二
度
目
に
ロ
シ
ア

に
や
っ
て
来
た
時
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
近
く
に
領
地
を
購
入
し
、
そ
こ

で
終
生
過
ご
し
た
。」

　

ジ
ェ
ル
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、『
第
二
の
隣
人
に
よ
せ
て
』と
い
う
詩
の
中
で
、ポ
チ
ョ

ム
キ
ン
公
爵
の
副
官
で
代
理
人
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ア
ン
ト
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ガ
ル
ノ
フ
ス

キ
ー
（
一
七
六
四
―
一
八
一
〇
）
に
つ
い
て
批
判
的
な
態
度
を
し
て
い
る
が
、
そ
の

詩
の
注
釈
の
中
で
グ
ロ
ト
は
、
公
妃
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
補
足
的
情
報
を
付
け
加

え
て
い
る
。「
イ
ギ
リ
ス
の
公
妃
キ
ン
グ
ス
ト
ン
は
ガ
ル
ノ
フ
ス
キ
ー
に
自
分
の
領

地
を
遺
贈
し
た
。」

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、「
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
公
爵
の
代
理
人
ガ
ル
ノ
フ
ス

キ
ー
は
、
対
ト
ル
コ
戦
争
時
に
軍
に
多
額
の
送
金
を
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、

誰
に
も
公
式
報
告
書
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
金
の
不
正
使
用
の
疑

い
が
か
け
ら
れ
た
。そ
し
て
、ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
に
対
し
て
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
パ
ー

ヴ
ェ
ル
【
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
長
子
】
が
帝
位
に
就
い
た
時
、
要
塞
に
幽
閉
さ

れ
、
負
債
弁
済
の
た
め
彼
の
家
は
公
売
に
ふ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
家
は
国
庫
に

入
り
、
近
衛
騎
兵
隊
の
厩
舎
が
置
か
れ
た
。
…
後
に
ガ
ル
ノ
フ
ス
キ
ー
の
家
は
イ
ズ

マ
イ
ロ
フ
ス
キ
ー
連
隊
と
エ
ー
ゲ
リ
近
衛
連
隊
の
兵
舎
と
な
っ
た
。」

　
「
象
」
時
計
は
、
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
の
死
後
に
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
蒐
集
品
の
中
に

収
め
ら
れ
た
。「
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
所
蔵
物
品
目
録
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
「
時
計
は
青
銅
製
で
、
金
メ
ッ
キ
が
施
さ
れ
、
音
楽
が
鳴
る
仕
掛
け
付
き
で
、
全

体
と
し
て
、
や
は
り
金
メ
ッ
キ
を
施
さ
れ
た
青
銅
の
凝
華
に
覆
わ
れ
た
象
の
形
を
し

て
い
る
。
象
に
は
縁
飾
り
の
代
わ
り
に
、
糸
に
通
さ
れ
た
小
さ
な
真
珠
が
飾
ら
れ
て

い
る
。
象
の
頭
に
は
、
鎚
を
手
に
し
た
中
国
人
が
片
膝
で
立
ち
、
真
ん
中
に
は
園
亭

が
あ
り
、
中
に
座
っ
て
球
を
両
肩
で
支
え
て
い
る
人
物
が
い
る
。
紅
水
晶
と
白
水
晶

で
作
ら
れ
た
天
幕
の
上
で
花
火
が
廻
っ
て
い
る
。
時
計
の
動
作
装
置
は
金
メ
ッ
キ
の

青
銅
製
で
山
型
に
設
え
て
あ
る
。
文
字
盤
の
周
り
に
は
、
水
晶
と
金
属
板
で
作
ら
れ

て
い
る
月
桂
冠
が
二
つ
付
い
て
い
る
。そ
の
時
計
の
下
に
は
、絵
と
カ
ス
ケ
ー
ド【
段

状
の
滝
】
の
形
を
し
た
白
い
水
晶
の
回
転
体
と
が
付
け
ら
れ
た
金
メ
ッ
キ
青
銅
製
の

八
角
形
の
箱
が
あ
る
。」

　

壁
暖
炉
用
の
「
象
」
時
計
も
、
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
の
命
で
建
て
ら
れ
た
小
エ

ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
建
物
の
二
階
に
現
在
で
は
展
示
さ
れ
て
い
る
、
誰
も
が
よ
く
知
っ

て
い
る
「
孔
雀
」
時
計
も
、
い
ず
れ
も
製
作
者
は
、
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
宝
石
工

芸
職
人
で
発
明
家
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
コ
ッ
ク
ス（
一
七
六
〇
年
代
―
一
七
八
〇
年
代
）

で
あ
る
。「
孔
雀
」
時
計
も
「
象
」
時
計
も
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
が
キ
ン
グ
ス
ト
ン
公
妃

の
代
理
人
で
あ
っ
た
ガ
ル
ノ
フ
ス
キ
ー
か
ら
一
七
八
〇
年
に
入
手
し
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
七
九
〇
年
始
め
ま
で
は
、
長
い
間
、
そ
れ
ら
の
時
計
が
サ

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
か
っ
た
。

　

ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
は
こ
れ
ら
の
時
計
を
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
に
贈
呈
し
よ
う
と
し

た
が
、
彼
が
手
に
入
れ
た
時
は
い
ず
れ
も
ば
ら
ば
ら
の
状
態
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ

れ
を
復
元
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
複
雑
で
責
任
あ
る
仕
事
を
引
き
受
け
よ

う
と
す
る
職
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
は
、
ロ
シ
ア
の

名
工
ク
リ
ビ
ン
に
頼
む
し
か
他
に
な
か
っ
た
。

　
「
お
願
い
だ
か
ら
、
ク
リ
ビ
ン
君
、
私
の
こ
の
哀
れ
な
鳥
と
象
を
受
け
取
っ
て
、

生
き
返
ら
せ
て
、
立
た
せ
て
や
っ
て
く
れ
た
ま
え
。
そ
し
た
ら
君
は
誉
れ
と
賞
賛
を

受
け
る
［
に
ち
が
い
な
い
］。」

　

Ｉ
・
Ｐ
・
ク
リ
ビ
ン
は
早
速
仕
事
に
取
り
掛
か
り
、
タ
ヴ
リ
ー
チ
ェ
ス
キ
ー
宮
殿

の
地
下
か
ら
、
二
つ
の
時
計
の
部
品
が
無
造
作
に
放
り
込
ま
れ
て
い
る
半
分
壊
れ
た

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）
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一
〇
個
の
大
き
な
箱
と
二
つ
の
籠
を
自
分
が
住
ん
で
い
た
ヴ
ァ
シ
リ
エ
フ
ス
キ
ー
島

に
あ
る
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
物
へ
持
っ
て
行
っ
た
。
彼
は
、
重
要
な
機
械
部
分
が

足
り
な
い
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
す
ぐ
に
見
抜
い
た
。
苦
心
の
末
、
分
解
し
、
欠
け
て
い

る
部
品
を
復
元
し
、
棚
毎
に
、
然
る
べ
き
順
序
に
並
べ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。「
象
」

時
計
の
分
解
は
す
ぐ
に
で
き
た
が
、
大
き
な
「
孔
雀
」
時
計
に
は
、
さ
ら
に
ま
だ
手

間
が
掛
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

　

し
か
し
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
ク
リ
ビ
ン
は
、
Ｇ
・
Ａ
・
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
公
爵
か
ら

の
呼
び
出
し
で
ヤ
ッ
シ
ィ【
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
公
国
の
首
都
】に
出
掛
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
グ
リ
ビ
ン
は
、
出
発
に
当
た
り
長
男
に
、
火
事
が
起
き
た
場
合
は
ま
ず
一
番
に

「
孔
雀
」
時
計
を
救
出
す
る
こ
と
と
厳
し
く
言
い
渡
し
た
。
一
七
九
一
年
九
月
、
干

し
草
を
積
ん
だ
複
数
の
船
が
ネ
ヴ
ァ
川
で
火
災
を
起
こ
し
た
。
驚
い
た
息
子
は
慌
て

て
す
べ
て
の
機
械
装
置
と
部
品
を
闇
雲
に
幾
つ
か
の
籠
に
詰
め
込
ん
だ
。
そ
れ
か
ら

程
な
く
、
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
は
他
界
し
、「
孔
雀
」
は
国
家
予
算
で
ク
リ
ビ
ン
に
よ
り

復
元
さ
れ
た
。

　

ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
の
死
後
、「
象
」
時
計
は
一
八
世
紀
の
末
に
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
に

移
管
さ
れ
た
。
そ
の
後
そ
の
時
計
は
、
贈
り
物
と
し
て
将
軍
に
贈
呈
す
る
た
め
に
使

節
レ
ザ
ノ
フ
に
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
交
渉
は
不
首
尾
に
終
わ
り
、
通
商
関
係
は
開
か

れ
ず
、贈
り
物
は
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、「
象
」時
計
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
に
戻
っ

た
。
時
計
は
一
八
一
七
年
ま
で
三
階
の
五
枚
の
ガ
ラ
ス
か
ら
成
る
版
画
用
の
棚
に
保

管
さ
れ
て
い
た
。
一
八
一
七
年
、「
象
」
時
計
は
国
の
支
配
者
に
贈
ら
れ
た
。
た
だ

し
日
本
で
は
な
く
、
ペ
ル
シ
ア
の
フ
ァ
テ
・
ア
リ
ー
・
シ
ャ
ー
【
フ
ァ
ト
フ
・
ア

リ
ー
・
シ
ャ
ー
と
表
記
す
る
こ
と
も
。
ペ
ル
シ
ア
の
地
に
あ
っ
た
ト
ル
コ
系
イ
ス
ラ

ム
国
家
で
あ
る
カ
ジ
ャ
ー
ル
朝
の
第
二
代
君
主
。
こ
の
国
王
以
降
、
同
地
は
英
露
の

暗
闘
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
】
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
使
節
団
の
長
崎
出
立

　

三
月
二
三
日
、
奉
行
の
下
で
初
め
て
の
会
見
が
あ
り
、
日
本
は
ロ
シ
ア
と
通
商
関

係
を
開
く
意
思
は
な
い
と
の
宣
言
が
そ
こ
で
な
さ
れ
た
。
翌
日
も
う
一
度
会
見
が
あ

り
、
以
下
の
こ
と
が
使
節
に
対
し
て
宣
言
さ
れ
た
。

　
「
彼
ら
の
皇
帝
（
将
軍
―
ク
リ
モ
フ
注
）
は
使
節
団
お
よ
び
贈
呈
品
を
受
け
入
れ

な
い
。
そ
の
理
由
は
唯
一
、
日
本
人
の
習
慣
で
は
そ
れ
と
同
一
の
こ
と
を
以
て
返
礼

す
る
の
が
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

日
本
人
は
国
外
へ
出
な
い
こ
と
と
の
祖
法
が
出
さ
れ
て
す
で
に
二
〇
〇
年
近
く
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
い
か
な
る
民
族
と
も
新
た
に
通
商
を
始
め
る
こ
と
を
彼
ら
の
祖
法

が
禁
じ
て
い
る
。
日
本
人
た
ち
を
彼
は
謝
意
を
以
て
受
け
入
れ
て
い
る
【
マ
マ
】。

い
か
な
る
外
国
船
も
日
本
の
港
に
来
な
い
よ
う
に
と
の
大
原
則
が
あ
る
以
上
、
ロ
シ

ア
の
船
も
ま
た
然
り
で
、
自
己
の
裁
量
で
勝
手
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

ま
た
、
同
じ
く
、
日
本
の
沿
岸
に
近
づ
く
こ
と
は
何
人
も
許
さ
れ
な
い
。」

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
述
べ
た
後
日
本
側
は
、
乗
組
員
に
二
ヶ
月
分
の
食
料
を
保
証
す

る
、
塩
二
〇
〇
〇
袋
、
真
綿
二
〇
〇
〇
個
を
無
償
で
供
与
す
る
、
長
崎
に
停
泊
し
、

艦
に
必
要
な
様
々
な
船
具
な
ど
を
降
ろ
し
た
六
ヶ
月
間
の
乗
組
員
の
扶
養
分
に
つ
い

て
も
負
担
す
る
と
宣
言
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
答
え
と
し
て
レ
ザ
ノ
フ
は
、
ロ
シ
ア

皇
帝
か
ら
の
贈
呈
品
、
お
よ
び
、
使
節
か
ら
の
個
人
的
な
贈
り
物
を
受
け
取
っ
て
ほ

し
い
と
日
本
人
た
ち
に
要
請
し
た
。
し
か
し
、
彼
に
対
し
て
奉
行
は
次
の
よ
う
に
言

明
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
江
戸
か
ら
の
指
令
が
な
け
れ
ば
彼
ら
と
し
て
は
出
来

な
い
こ
と
で
あ
る
、
そ
れ
に
は
更
に
少
な
か
ら
ぬ
時
間
を
要
す
る
し
、
答
え
は
予
測

出
来
な
い
、「
何
と
な
れ
ば
、
彼
ら
の
法
で
は
、
外
国
船
は
帰
さ
な
い
よ
う
に
と
い

う
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
今
回
の
件
は
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。」

使
節
は
、
交
渉
と
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
へ
の
帰
港
を
引
き
延
ば
さ
な
い
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

以
上
と
は
別
に
、
ラ
ト
マ
ノ
フ
は
日
記
の
中
で
次
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
三
月

（
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二
六
日
、「
暇
乞
会
見
」、「
追
放
会
見
」
と
彼
が
名
付
け
た
三
回
目
の
会
見
が
終
了

し
た
時
レ
ザ
ノ
フ
に
は
、
七
人
の
通
訳
に
対
し
て
の
み
贈
り
物
を
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
、「
各
人
に
ひ
と
つ
ず
つ
の
品
物
で
、
彼
ら
は
翌
日
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
。」
贈
り

物
の
受
け
取
り
拒
否
に
つ
い
て
長
崎
奉
行
か
ら
レ
ザ
ノ
フ
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
な

さ
れ
た
。

　
「
偉
大
な
る
ロ
シ
ア
の
主
君
は
、
彼
の
下
に
使
節
と
多
く
の
高
価
な
贈
り
物
を
寄

越
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
受
け
取
っ
た
場
合
、
日
本
の
皇
帝
（
将
軍
―
ク
リ
モ
フ
）
は
、

国
の
習
慣
に
従
い
、
自
分
の
側
か
ら
同
価
値
の
高
価
な
贈
り
物
を
持
た
せ
て
使
節
団

を
ロ
シ
ア
皇
帝
の
下
へ
派
遣
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
か
し
、
日
本
の
国
民
お
よ

び
船
に
は
日
本
か
ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
公
式
の
禁
止
が
存
在
す
る
。
一
方
、
日
本
は

同
等
の
贈
呈
品
の
返
礼
が
出
来
る
ほ
ど
豊
か
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本

皇
帝
は
使
節
も
贈
り
物
も
受
け
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
日
本
で
は
そ
れ

ほ
ど
の
需
要
は
な
く
、
従
っ
て
、
外
国
の
製
品
は
日
本
に
有
益
と
は
成
り
得
ず
、
過

度
の
奢
侈
は
決
し
て
奨
励
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
…
。」

　

こ
の
後
日
本
当
局
は
、
ロ
シ
ア
使
節
団
に
、
日
本
の
古
来
か
ら
の
法
に
対
す
る
敬

意
と
個
人
的
好
意
の
印
と
し
て
日
本
を
離
れ
る
こ
と
を
要
請
し
、
ロ
シ
ア
の
艦
に
大

量
の
物
資
を
無
償
で
渡
し
た
。

　
「
一
八
〇
五
年
四
月
六
日
、
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
は
六
ヶ
月
余
（
六
ヶ
月
と
十
日
）
の

滞
在
の
後
、
艦
に
同
乗
し
て
い
た
四
名
の
日
本
人
を
日
本
政
府
に
引
き
渡
し
て
、
日

本
を
後
に
し
た
。
海
員
た
ち
は
日
本
滞
在
中
は
あ
ら
う
る
必
需
品
の
供
給
を
等
し
く

受
け
、
航
行
に
際
し
て
は
様
々
な
日
本
の
製
品
と
物
資
を
贈
ら
れ
た
。
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ

号
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
帰
港
し
た
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
大
変
な
る
困
難
を
経
て
日
本
に
運
ば
れ
た
贈
り
物
は
、
日
本
政
府

に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
は
改
め
て
念
入
り
に
梱

包
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
先
は
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
で
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ま
で
送
ら

れ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
レ
ザ
ノ
フ
は
「
上
奏
書
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
対
日
使
節
団
に
下
付
さ
れ
た
物
品
に
付
き
ま
し
て
、
私
は
、
商
務
大
臣
殿
に
目

録
を
送
付
し
、
七
等
文
官
フ
ォ
ッ
ス
に
託
し
て
詳
細
な
報
告
書
を
お
送
り
致
し
ま
し

た
。
七
等
文
官
フ
ォ
ッ
ス
は
、
フ
リ
ー
デ
リ
ッ
ツ
ィ
【
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
】
陸
軍
少

佐
と
同
じ
く
、
陛
下
に
対
す
る
忠
誠
心
に
溢
れ
た
然
る
べ
き
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

帰
途
ナ
ジ
ェ
ジ
ダ
号
上
で
物
品
を
管
理
致
し
ま
し
た
。
両
名
の
苦
労
と
精
励
を
陛
下

に
謹
ん
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。」

　

レ
ザ
ノ
フ
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
高
官
た
ち
へ
の
贈
り
物
を
入
手
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ラ
ト
マ
ノ
フ
は
そ
の
日
記
の
中
で
、
一
八
〇
五
年
三
月
二
六

日
、
レ
ザ
ノ
フ
は
、「
ロ
シ
ア
の
た
め
に
何
の
贈
り
物
も
持
っ
て
い
な
い
こ
と
」
を

残
念
が
っ
て
お
り
、「
特
に
漆
器
類
の
購
入
が
う
ま
く
い
け
ば
い
い
が
」
と
言
っ
て

い
た
こ
と
が
記
し
て
い
る
。
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
日
記
の
中
で
、
レ
ザ
ノ
フ

が
通
商
の
見
本
と
し
て
五
〇
〇
個
の
漆
塗
り
の
煙
草
入
れ
そ
の
他
を
入
手
し
た
こ
と

を
書
き
留
め
て
い
る
。

　
「
上
奏
書
」
の
中
で
レ
ザ
ノ
フ
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
「
オ
ラ
ン
ダ
の
代
理

商
人
【
マ
マ
】
ド
ゥ
ー
フ
」
の
熱
意
を
激
励
し
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
た
。
ド
ゥ
ー

フ
は
ロ
シ
ア
人
に
食
糧
を
供
給
し
「
陛
下
に
勉
励
を
尽
く
し
ま
し
た
。
陛
下
の
御
慈

悲
で
、
ド
ゥ
ー
フ
に
宝
石
指
輪
を
お
送
り
く
だ
さ
る
よ
う
、
伏
し
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ド
ゥ
ー
フ
は
、
必
ず
や
、
陛
下
の
御
心
を
格
別
な
る
幸
せ
と
見
な
す
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
な
に
ひ
と
つ
購
入
す
る
手
だ
て
の
な
い
中
、
ド
ゥ
ー
フ
は
私
に
い
く

つ
か
の
品
物
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
手
箱
を
陛
下
に
献
上
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
さ
ら
に
彼
は
、
日
本
と
バ
タ
ビ
ヤ
の
様
々
な
珍
し
い
植
物
の
種
を
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
送
付
し
て
く
れ
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
私
が
彼
に
そ
れ
を
頼
み

ま
し
た
が
、
陛
下
の
御
母
堂
で
あ
ら
せ
ま
す
皇
太
后
様
【
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
妃
マ
リ

ア
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ
】
の
ご
依
頼
に
よ
る
も
の
で
す
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
た
め

の
日
本
の
植
物
と
参
考
図
書
も
同
様
で
す
。
皇
太
后
様
に
は
日
本
家
屋
の
模
型
、
ま

（
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た
、
皇
后
陛
下
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
・
ア
レ
ク
セ
エ
ヴ
ナ
様
に
は
書
机
を
お
二
人
の
お

膝
元
に
伏
し
て
、
謹
ん
で
献
上
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
品

物
の
品
質
で
は
な
く
、
精
励
さ
に
目
を
お
向
け
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
以
上
良
い
も
の
は
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。」

　

レ
ザ
ノ
フ
は
、
一
二
月
一
四
日
に
日
誌
の
中
で
、
書
机
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書

き
留
め
て
い
る
。

　
「
一
四
日
、
書
簡
に
添
え
て
書
机
が
送
ら
れ
て
来
た
。
机
は
ミ
ア
コ
（
京
都
―
ク

リ
モ
フ
注
）
で
作
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
趣
味
の
も
の
で
、
黒
漆
塗
り
、
螺
鈿
で
花
が

描
か
れ
、
銀
の
錠
前
が
付
い
て
い
る
。
役
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
こ
の
机
に
オ
ラ

ン
ダ
の
お
金
で
五
〇
〇
タ
ー
レ
ル
を
支
払
っ
た
と
言
っ
て
い
た
…
。」

　

間
違
い
な
く
、
献
上
し
た
机
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
付
け
加
え
た
い
。レ
ザ
ノ
フ
は
少
な
か
ら
ぬ
言
語
学
的
能
力
の
持
ち
主
で
、

日
本
語
の
研
究
に
従
事
し
、
入
門
書
、
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
語
か
ら
成
る
露
和
小
辞
典

を
編
纂
し
た
。
辞
典
は
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
出
版
さ
れ
た
。【
ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ザ

ノ
フ
編
著
、
田
中
継
根
編
訳
「
露
日
辞
書
・
露
日
会
話
帳
」
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
「
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
第
二
号
」
二
〇
〇
一
】

●
使
用
文
書
館
文
書
一
覧

　

.
А

рхив В
оенского Константина А

дамовича. О
Р РН

Б. Ф
онд 152. О

пись 1. 
Единица хранения 155. 31 лл. В

ы
резка его статьи из ж

урнала «Русская 
старина»: «Русское посольство в Я

понию
 в начале X

IX
 века». 1895 г.

　

.
А

рхив В
оенского К

.А
. О

Р РН
Б. Ф

онд 152. О
пись 1. Ед. хр. 379. Я

пония. 
Д

окументы
 и материалы

, извлеченны
е из Государственного и Главного 

А
рхивов М

инистерства И
ностранны

х Д
ел. 152 лл.

　

.
К

рузенш
терн И

.Ф
. Заметки о плавании “Н

адеж
ды

”//РГА
 В

М
Ф

. Ф
. 14. О

п. 1. 
Д

. 283. 34 лл.

　

.
[Резанов 

Н
иколай 

П
етрович], 

посланник 
в 

Я
понию

, 
действительны

й 

камергер. «В
сеподданнейш

ее донесение о поездке и пребы
вании в Я

понии». 
Копия первой половины

 X
IX

 в. М
атериалы

, собранны
е В

.А
. Бильбасовы

м 
для его работ. К

райние даты
: 8 ию

ня 1805 г. О
Р РН

Б. Ф
онд 73, ед. хр. 341. 

38 лл.

　

.
[Резанов]. Ж

урнал П
утеш

ествия Д
вора Его И

мператорского В
еличества 

Д
ействительного Камергера Резанова из Камчатки в Я

понию
 и обратно в 

1804-1805 годах. О
Р РН

Б. Ф
онд. 550.

　

.
Ш

емелин Ф
.И

. Ж
урнал первого путеш

ествия россиян вокруг земного ш
ара. - 

О
Р РН

Б. F. IV. 59/1; 59/2.

●
刊
行
文
献

　

.
В

оенский 
К

.А
. 

Русское 
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Я
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П
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лександровича П
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И
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В
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И
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В
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. М
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С
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А
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）
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）
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１２３４
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авина с объяснительны
ми примечаниями Я

. Грота. 2-е 
академическое издание (без рисунков). В
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типографии 

А
кадемии наук (В

ас. О
стр., 9 лин., N

o. 12). 1868. 544 с.
15.
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П
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товы

е очерки 
Я

понии. 
(Бы

вш
его 

члена 
русской 
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И
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.: В
ече, 2001. 462 с.

19.
Ратманов М
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. “Чтобы

 лучш
е цену дать своему О
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ервая 

русская 
кругосветная 

экспедиция 
(1803-1806) 

в 
дневниках 

М
акара 
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оставитель О

.М
. Ф

едорова. С
П

б.: К
рига, 2015. С

. 39.
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１
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２
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урнал Ш
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）　П
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оставитель О
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. Ф

едорова. С
П

б.: К
рига, 2015. С

. 39.
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４
）　Там ж
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. 39.

（
５
）　
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で
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оенский К
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осольство Резанова в Я
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８
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・
チ
ャ
ド
レ
イ
（Elbzabeth 

C
hadleigh
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で
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31
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32
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34
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онина Н
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ече, 2009. С

 351.
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. 340.
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е часть донесения приведена в 
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не полузабы
того, проработавш
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пять в русском посольстве в Токио) дореволю

ционного историка:【
報
告
の
こ

の
部
分
は
有
名
な
（
今
で
は
半
分
忘
れ
ら
れ
た
、
ま
た
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史
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史
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介
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。
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史
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東京大学史料編纂所研究紀要　第29号　2019年３月　（　 ）204

（
40
）　[Резанов Н

иколай П
етрович.] В

сеподданнейш
ее донесение о поездке и 

пребы
вании в Я

понии. Л
. 36 об.

（
41
）　Л

евенш
терн, 2003. С

. 257.

（
42
）　[Резанов Н

иколай П
етрович.] В

сеподданнейш
ее донесение о поездке и 

пребы
вании в Я

понии. Л
л. 25 об - 26.

（
43
）　Ж

урнал Резанова. Л
. 60.

（
44
）　В

оенский К
.[А

.] Страна восходящ
его солнца. И

сторико-бы
товы

е очерки 
Я

понии. 
(Бы

вш
его 

члена 
русской 

дипломатической 
миссии 

в 
Токио). 

П
етроград, 1917. С

. 49.

 

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
）
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注
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